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Ⅰ 調査概要 

１．調査目的 

令和７年度から令和 11 年度までの５年間を計画期間とした、「第三期指宿市子ども・

子育て支援事業計画」の策定に向け、この計画で確保するべき教育・保育・子育て支援

の「量の見込み」を算出し、市民の皆様の教育・保育・子育て支援に関する「現在の利

用状況」や「今後の利用希望」を把握し、計画策定の基礎資料とするために、アンケー

ト調査を実施しました。 

 

２．調査時期 

令和５年 12 月～令和６年１月 

 

３．調査対象 

指宿市内に居住する小学生以下の児童を養育する保護者 1,961 人を対象に実施 

 

 

４．調査方法 

・小学校、幼稚園、保育所等を通じ配付・回収及びインターネットによる回答 

・未就園児は郵送による配布・回答及びインターネットによる回答 

 

 

５．回答状況 

対象者 配付数 回答件数 回答率 

『指宿市子育てに関する 

アンケート調査』 
1,961件 1,015件 51.8% 

 

６．集計上の留意点 

（１）グラフ中の「n=」は、母数となるサンプル数(回答者数)を示している。 

（２）集計結果は百分率で算出し、四捨五入の関係上、百分率の合計が 100％になら

ない場合がある。 

（３）複数回答の場合は、回答者実数より多くなっている場合がある。 

（４）回答者が無い場合の設問では一部集計表・グラフを省いている。 
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Ⅱ 調査結果（未就学児） 

１．お住まいの地域について 

問１ お住まいの小学校区を教えてください。 

小学校区は、「丹波校区」26.3％が最も高く、次いで「柳田校区」23.2％、「山川校区」

16.7％となっている。 

 

 

 

２．お子さんとご家族について 

問２・問３ お子さんの年齢及び兄弟数を教えてください。 

年齢は「５歳児」20.4％が最も高く、次いで「２歳児」16.1％、「１歳児」13.0％となって

いる。 

兄弟数は「２人」36.6％が最も高く、次いで「１人」25.5％、「３人」25.2％となってい

る。４人以上は合わせて 9.7％となっている。 

 

  

図表 1-1 お住まいの小学校区 

26.3%

23.2%

16.7%

13.3%

7.1%

4.8%

3.6%

1.1%

0.9%

3.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

丹波校区

柳田校区

山川校区

指宿校区

開聞校区

魚見校区

今和泉校区

池田校区

川尻校区

無回答

(n=647)

０歳児

10.5%

１歳児

13.0%

２歳児

16.1%

３歳児

11.0%

４歳児

12.2%

５歳児

20.4%

年齢不詳

16.8%

(n=647)

図表 2-1 年齢 

１人

25.5%

２人

36.6%

３人

25.2%

４人

8.0%

５人

1.7%

無回答

2.9%
(n=647)

図表 2-2 兄弟数 
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問４～問６ ご回答いただく方の続柄、年齢及び配偶者の有無について教えてください。 

回答者の続柄については、「母親」87.0％、「父親」12.4％となっている。 

年齢については、「30 代」59.2％が最も高く、次いで「40 代」28.0％、「20 代」9.6％とな

っている。 

配偶者の有無については、「配偶者がいる」91.3％、「配偶者はいない」8.3％となってい

る。 

 

 

 

 

問７ お子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関

係でお答えください。 

子育てを主に行っている方については、「父母

ともに」65.5％が最も高く、次いで「主に母親」

33.1％、「主に父親」、「主に祖父母」がいずれも

0.5％となっている。 

  

母親

87.0%

父親

12.4%

その他

0.3%

無回答

0.3%

(n=647)

20代

9.6%

30代

59.2%

40代

28.0%

50代

2.2%
60代以上

0.6%

無回答

0.5%

(n=647)

配偶者

がいる

91.3%

配偶者は

いない

8.3%

無回答

0.3%

(n=647)

図表 2-4 年齢 図表 2-5 配偶者の有無 図表 2-3 続柄 

父母ともに

65.5%

主に母親

33.1%

主に父親

0.5%

主に祖父母

0.5%

その他

0.2%
無回答

0.3%
(n=647)

図表 2-6 子育てを主に行っている方 
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３．子どもの育ちをめぐる環境について 

問８ お子さんは日中（およそ８：００～１７：００）どなたと過ごしていますか。お子さんからみた関

係でお答えください。（複数回答） 

日中の過ごし方については、「保育所の先生」37.6％が最も高く、次いで「母親」31.7％、

「認定こども園の先生」25.5％となっている。 

 

 

問９ お子さんの子育て（教育を含む）に、大きく影響すると思われる環境についてお答えくださ

い。（複数回答） 

子育て（教育を含む）に大きく影響すると思われる環境については、「家庭」94.4％が最も

高く、次いで「保育所」47.6％、「小学校」38.5％となっている。  

37.6%

31.7%

25.5%

16.4%

15.3%

7.6%

7.4%

2.8%

3.4%

0.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

保育所の先生

母親

認定こども園の先生

父母ともに

小学校の先生

幼稚園の先生

祖父母

父親

その他

無回答

(n=647)

図表 3-1 日中どなたと過ごしていますか 

94.4%

47.6%

38.5%

33.4%

30.9%

18.1%

3.9%

0.6%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家庭

保育所

小学校

認定こども園

地域

幼稚園

その他

無回答

(n=647)

図表 3-2 子育てに大きく影響すると思われる環境 
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問１０ 日頃、お子さんをみてもらえる親族・友人・知人はいますか。（複数回答） 

子どもをみてもらえる親族・友人・知人がいるかについては、「用事の際には祖父母等の親

族にみてもらえる」59.4％が最も高く、次いで「緊急時には祖父母等の親族にみてもらえ

る」44.0％、「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」22.3％となっている。 

 

 

 

問１０-１ 【問１０で「１.」～「３.」に○をつけた方にうかがいます。】 

祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

（複数回答） 

祖父母等の親族に子どもをみてもらう状況については、「特に問題なく、祖父母等の親族に

みてもらえる」71.2％が最も高く、次いで「自分たち親の立場として、負担をかけているこ

とが心苦しい」19.8％、「祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である」18.6％となって

いる。 

  

59.4%

44.0%

22.3%

8.7%

6.3%

1.5%

9.1%

0.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

１．用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

２．緊急時には祖父母等の親族にみてもらえる

３．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

４．緊急時には子どもをみてもらえる友人・知人がいる

５．用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる

６．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

７．いずれもいない

無回答

(n=647)

図表 3-3 お子さんをみてもらえる親族・友人・知人 

71.2%

19.8%

18.6%

12.4%

4.2%

1.2%

0.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

特に問題なく、祖父母等の親族にみてもらえる

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配で

ある

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、

少し不安がある

その他

無回答

(n=565)

図表 3-4 お子さんをみてもらう状況（祖父母等） 
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問１０-２ 【問１０で「４.」～「６.」に○をつけた方にうかがいます。】 

友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

（複数回答） 

友人・知人に子どもをみてもらう状況については、「特に問題なく、友人・知人にみてもら

える」66.3％が最も高く、次いで「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦

しい」22.5％、「友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」7.5％となっ

ている。 

 

 

問１１ お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談

できる場所はありますか。 

子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人や場所については、「いる/ある」

92.6％、「いない/ない」5.4％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

66.3%

22.5%

7.5%

5.0%

5.0%

2.5%

3.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

特に問題なく、友人・知人にみてもらえる

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

子どもの教育や発育にとってふさわしい環境であるか、

少し不安がある

その他

無回答

(n=80)

図表 3-5 お子さんをみてもらう状況（友人・知人） 

いる/ある

92.6%

いない/ない

5.4%

無回答

2.0%

(n=647)

図表 3-6 お子さんの子育てをする上での相談相手の有無 
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問１１-１ 【問１１で「１.いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。】 

お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる相談先は、誰（どこ）です

か。（複数回答） 

子育てに関して、気軽に相談できる相談先については、「祖父母等の親族」84.1％が最も高

く、次いで「友人や知人」73.6％、「保育所」29.2％となっている。 

 

 

 

 

問１２ 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポー

トがあればよいとお考えでしょうか。ご自由にお書きください。 

回答内容をみると、気軽に預かってくれる施設や場所について（36 件）、天候に左右されな

い室内の遊び場について（５件）、交流の場や安全に遊べる場の確保（10 件）、子育て等の情

報発信について（11 件）、経済的支援について（９件）、行政等のサポート体制について（28

件）、その他ご意見・ご要望（24 件）など 123 件の回答があった。（詳細はデータ編参照） 

  

84.1%

73.6%

9.7%

5.7%

11.4%

6.5%

29.2%

21.0%

0.5%

7.0%

0.0%

10.4%

0.8%

2.2%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

祖父母等の親族

友人や知人

近所の人

子育て支援施設（地域子育て支援センター等）

保健所・保健センター

幼稚園

保育所

認定こども園

小規模保育所

小学校

民生委員・児童委員

かかりつけの医師や看護師

市の子育て関連担当窓口

その他

無回答

(n=599)

図表 3-7 お子さんの子育てに関して、気軽に相談できる相談先 
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４．お子さんの保護者の就労状況について 

問１３ お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてうかがいます。 

（１） 母親 

母親の就労状況については、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではな

い」40.5％が最も高く、次いで「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護

休業中ではない」37.6％、「以前は就労していたが、現在は就労していない」9.9％となって

いる。 

 

 

 

（２） 父親 

父親の就労状況については、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではな

い」87.0％が最も高く、次いで「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護

休業中ではない」0.8％、「フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である」

0.5％となっている。 

  

40.5%

7.3%

37.6%

3.4%

9.9%

0.3%

1.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

1.フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

2.フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

3.パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

4.パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

5.以前は就労していたが、現在は就労していない

6.これまで就労したことがない

無回答

(n=647)

87.0%

0.5%

0.8%

0.0%

0.3%

0.0%

11.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

1.フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

2.フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

3.パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

4.パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

5.以前は就労していたが、現在は就労していない

6.これまで就労したことがない

無回答

(n=647)

図表 4-1 お子さんの保護者の就労状況（母親） 

図表 4-2 お子さんの保護者の就労状況（父親） 
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問１３（１）-１ 【（１）で「１．」～「４．」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。】 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えくださ

い。 

（1）-1及び（1）-2  1週当たり日数及び 1日当たり時間。家を出る時刻及び帰宅時刻 

【母親】 

就労状況をみると、週５日、１日８時間が最多となっている。また、家を出る時刻は８時

台、帰宅時刻は 18 時台が最も高くなっている。 

  

0.2% 0.6%
5.4%

43.9%

37.9%

12.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

(n=574)

0.7% 1.5% 2.4%
4.5%

10.3%

23.5%

36.4%

20.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

(n=536)

図表 4-3 １週当たり日数 図表 4-4 １日当たり時間 

図表 4-5 家を出る時刻 図表 4-6 帰宅時刻 

0.7% 0.4%

7.5%
10.3%

59.5%

19.9%

1.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

１日 ２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日

(n=563)

0.7%
2.8%

7.9%
11.8%

20.1%

35.4%

17.6%

2.6%
0.5% 0.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

(n=567)

※無回答を除いて集計を行った 
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（2）-1及び（２）-2  1週当たり日数及び 1日当たり時間。家を出る時刻及び帰宅時刻 

【父親】 

就労状況をみると、週５日、１日８時間が最多となっている。また、家を出る時刻は８時

台、帰宅時刻は 18 時台が最も高くなっている。 

  

図表 4-7 １週当たり日数 図表 4-8 １日当たり時間 

図表 4-9 家を出る時刻 図表 4-10 帰宅時刻 

0.4% 1.4% 1.4%

44.1% 42.6%

10.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

２日 ３日 ４日 ５日 ６日 ７日

(n=564)

4.6%

52.4%

17.5%
13.4%

3.4%
8.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

(n=561)

3.2%

8.2%

26.7%

36.4%

20.0%

5.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

(n=571)

4.1%

9.5%

32.5%
29.0%

12.7%

5.2% 6.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

(n=535)

※無回答を除いて集計を行った 
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問１４ 【問１３の（１）または（２）で「３.」「４.」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方

にうかがいます。】フルタイムへの転換希望はありますか。 

（１） 母親 

フルタイムへの転換希望については、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」

53.6％が最も高く、次いで「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」

25.3％、「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」8.3％となっている。 

 

 

（２）父親 

フルタイムへの転換希望については、サンプル数が少ないことに留意する必要があるが、

「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」40.0％が最も高く、次いで「フルタイ

ムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」、「フルタイムへの転換希望はあるが、実

現できる見込みはない」がいずれも 20.0％となっている。 

 

 

  

8.3%

25.3%

53.6%

4.5%

8.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

(n=265)

20.0%

20.0%

40.0%

0.0%

20.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0%

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

(n=5)

図表 4-11 フルタイムへの転換希望（母親） 

図表 4-12 フルタイムへの転換希望（父親） 
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問１５ 【問１３の（１）または（２）で「５.以前は就労していたが、現在は就労していない」または「６.こ

れまで就労したことがない」に○をつけた方にうかがいます。】 

就労したいという希望はありますか。 

（１） 母親 

就労したいという希望がある方は、合わせて 68.2％を占めている。就労希望については

「パートタイム、アルバイト等」が 76.2％、就労日数では５日/週、就労時間では５時間/日

が最も高くなっている。 

 

 

 

  

24.2%

36.4%

31.8%

7.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに

就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

(n=66)

1歳

8.3% 2歳

8.3%

3歳

41.7%

4歳

12.5%

6歳

8.3%

7歳

12.5%

8歳

4.2%

10歳

4.2%

(n=24)

図表 4-14 子どもが何歳

になったら就労したいか 

フルタ

イム

23.8%

パートタイム、

アルバイト等

76.2%

(n=21)

図表 4-15 就労希望 

３日

12.5%

４日

18.8%
５日

68.8%

(n=16)

図表 4-16 日数/週 

4時間

12.5%

5時間

50.0%

6時間

18.8%

7時間

12.5%

8時間

6.3%
(n=16)

図表 4-17 時間/日 

図表 4-13 就労の希望（現在、就労していない方が対象） 

※図表 4-14～4-17 については、無回答を除いて集計を行った 
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（２） 父親 

サンプル数が少ないことに留意する必要があるが、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労

したい」が 100％となっている。就労希望については「フルタイム」、「パートタイム、アルバ

イト等」がいずれも 50.0％となっている。就労日数は５日/週、６時間/日となっている。 

 

  図表 4-18 就労の希望（現在、就労していない方が対象） 

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに

就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

(n=2)

フルタイム

50.0%

パートタイ

ム、アルバ

イト等

50.0%

(n=2)

図表 4-19 就労希望 

※図表 4-19～4-21 については、無回答を除いて集計を行った 

５日

100.0%

(n=1(n=1)

図表 4-20 日数/週 

6時間

100.0%

(n=1)

図表 4-21 時間/日 
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５．お子さんの平日の定期的な教育・保育事業の利用状況について 

問１６ お子さんは現在、幼稚園や保育所などの「定期的な教育・保育の事業」を利用されています

か。 

「定期的な教育・保育の事業」の利用については、「利用している」71.4％、「利用してい

ない」16.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

問１６-１ 【問１６で「１．利用している」に○をつけた方にうかがいます。】 

お子さんは、平日どのような教育・保育の事業を利用していますか。年間を通じて「定

期的に」利用している事業をお答えください。（複数回答） 

平日どのような教育・保育の事業を利用しているかについては、「認可保育所」46.1％が最

も高く、次いで「認定こども園」39.4％となっている。その他の事業はいずれも 10％未満と

なっている。 

  

利用して

いる

71.4%

利用して

いない

16.5%

無回答

12.1%

(n=647)

図表 5-1 利用の有無 

46.1%

39.4%

8.7%

4.8%

2.2%

1.5%

1.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

3.2%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

認可保育所

認定こども園

幼稚園(通常の就園時間の利用）

幼稚園の預かり保育

事業所内保育施設

小規模保育施設

その他の認可外の保育施設

家庭的保育

自治体の認証・認定保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

(n=462)

図表 5-2 教育・保育事業の利用状況 
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問１６-２ 【問１６-１で選択した事業について】 

現在の利用状況と利用希望について利用事業の番号と利用日数等を具体的にお答えく

ださい。 

【現在】 

現在の利用状況は「認可保育所」45.5％が最も高く、次いで「認定こども園」41.6％とな

っている。利用日数は６日/週、利用時間は 9 時間/日、８時から 17 時が最多となっている。 

 

  

45.5%

41.6%

7.6%

3.7%

1.9%

1.3%

1.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

2.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

認可保育所

認定こども園

幼稚園(通常の就園時間の利用）

幼稚園の預かり保育

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

小規模保育施設

家庭的保育

自治体の認証・認定保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

(n=422)

図表 5-3 教育・保育事業の現在の利用状況

（現在 

１日

1.4%
２日

2.8%
３日

2.4% ４日

4.0%

５日

32.5%６日

71.8%

７日

0.5%
(n=422)

4.3%

57.1%

42.2%

1.4% 0.5% 0.5% 0.5%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

7時 8時 9時 10時 14時 15時 17時

(n=422)

1.2%
5.5% 4.7%

11.1%

56.9%

35.5%

0.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

12時 14時 15時 16時 17時 18時 19時

(n=422)

図表 5-4 利用日数/週 

図表 5-6 時間（往） 図表 5-7 時間（複） 

1.7% 1.5% 0.4%
2.2%

9.5%

4.8%

28.6%

34.6%

18.4%

1.3% 0.4%
0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

(n=422)

図表 5-5 利用時間/日 

※無回答を除いて集計を行った 



 

16 

 

【希望】 

教育・保育事業の利用希望については、「認定こども園」51.4％が最も高く、次いで「認可

保育所」45.1％となっている。利用日数は６日/週、利用時間は８時間/日、８時から 17 時が

最多となっている。 

 

  

１日

1.7%

２日

2.9%
３日

2.9%
４日

5.2%

５日

34.1%６日

70.5%

(n=173)

図表 5-8 教育・保育事業の利用希望 

図表 5-9 利用日数/週 

図表 5-11 時間（往） 図表 5-12 時間（複） 

図表 5-10 利用時間/日 

51.4%

45.1%

8.1%

5.2%

1.2%

1.2%

0.6%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

4.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

認定こども園

認可保育所

幼稚園(通常の就園時間の利用）

幼稚園の預かり保育

事業所内保育施設

その他の認可外の保育施設

小規模保育施設

家庭的保育

自治体の認証・認定保育施設

居宅訪問型保育

ファミリー・サポート・センター

その他

(n=173)

6.9%

56.1%

39.3%

1.7% 1.2% 1.7% 0.6%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

7時 8時 9時 10時 14時 15時 16時

(n=173)

0.6% 1.2% 1.2%
4.6%

8.1%

46.2%

38.2%

6.9%

0.6%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

11時 12時 14時 15時 16時 17時 18時 19時 20時

(n=173)

※無回答を除いて集計を行った 

1.7%1.7%0.6%

6.4%
4.6%

28.9% 28.3%
24.3%

6.4%

1.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

(n=173)
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問１６-３ 【問１６-１で選択した事業について】 

主に利用している事業の実施場所はどこですか。 

主に利用している事業の実施場所については、「指宿市」94.2％が最も高く、次いで「他の

市町」0.4％、「鹿児島市」0.2％となっている。 

 

 

問１６-４ 【問１６-１で選択した事業を利用されている理由についてうかがいます。】 

主な理由は何ですか。（当てはまるものすべてに○） 

利用している主な理由については、「子育て（教育を含む）をしている方が現在就労してい

る」84.2％が最も高く、次いで「子どもの教育や発達のため」58.4％となっている。 

  

指宿市

94.2%

鹿児島市

0.2%

他の市町

0.4%

無回答

5.2%
(n=462)

図表 5-13 実施場所 

84.2%

58.4%

1.1%

1.1%

0.4%

0.0%

1.1%

3.5%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

子育て（教育を含む）をしている方が現在就労している

子どもの教育や発達のため

子育て（教育を含む）をしている方が就労予定がある

／求職中である

子育て（教育を含む）をしている方が病気や障害がある

子育て（教育を含む）をしている方が家族・親族などを

介護している

子育て（教育を含む）をしている方が学生である

その他

無回答

(n=462)

図表 5-14 事業を利用している理由 
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問１６-５ 【問１６で「２．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。】 

利用していない理由は何ですか。（複数回答） 

利用していない理由については、「子どもがまだ小さいため」61.7％が最も高く、次いで

「利用する必要がない」23.4％、「その他」11.2％となっている。 

 

「子どもがまだ小さいため」と回答した方に、子どもが何歳になったら利用するかをたず

ねたところ、「１歳」43.1％が最も高く、次いで「３歳」32.8％、「２歳」19.0％となってい

る。 

  

61.7%

23.4%

8.4%

7.5%

5.6%

5.6%

0.9%

0.0%

11.2%

0.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

子どもがまだ小さいため

利用する必要がない

利用したいが、事業利用要件 就労要件等 に当てはまらない

子どもの祖父母や親戚の人がみている

利用したいが、教育・保育の事業に空きがない

利用したいが、経済的な理由で事業を利用できない

使用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

近所の人や父母の友人・知人がみている

その他

無回答

(n=107)

図表 5-15 事業を利用していない理由 

図表 5-16 子どもが何歳になったら利用するか 

1歳

43.1%

2歳

19.0%

3歳

32.8%

4歳

5.2%
(n=58)

※無回答を除いて集計を行った 
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問 17 現在、利用している、利用していないにかかわらず、お子さんの平日の教育・保育の事業と

して、今後「定期的に」利用したいと考える事業をお答えください。 

（複数回答） 

今後「定期的に」利用したいと考える事業については、「認定こども園」41.9％が最も高

く、次いで「認可保育所」41.0％、「幼稚園（通常の就園時間の利用）」16.5％となってい

る。 

 

問 17-１ 【問１６-１で「１．幼稚園（通常の就園時間の利用）」または「２．幼稚園の預かり保育（通常の就

園時間を延長して預かる事業のうち定期的な利用のみ）」に○をつけ、かつ３～１２にも○を

つけた方にうかがいます。】 

特に幼稚園（幼稚園の預かり保育をあわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望し

ますか。 

「幼稚園（通常の就園時間の利用）」、「幼稚園

の預かり保育」と「幼稚園」以外の事業を利用し

ている方で、特に幼稚園（幼稚園の預かり保育を

あわせて利用する場合を含む）の利用を強く希望

すると回答した割合は 71.4％となっている。  

41.9%

41.0%

16.5%

10.8%

5.1%

4.2%

3.9%

2.6%

1.5%

1.4%

1.1%

2.0%

16.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

認定こども園

認可保育所

幼稚園（通常の就園時間の利用）

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

小規模保育施設

事業所内保育施設

居宅訪問型保育

自治体の認証・認知保育施設

家庭的保育

その他の認可外の保育施設

その他

無回答

(n=647)

図表 5-17 「定期的」に利用したいと考える事業 

はい

71.4%

無回答

28.6%

(n=7)

図表 5-18 幼稚園の利用を強く希望するか 
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問１７-２ 認定こども園のニーズに関する希望に当てはまるものは何ですか。 

認定こども園のニーズに関する希望については、「幼稚園機能と保育所機能を併せ持つ、認

定こども園が増加することを希望する」29.7％が最も高く、次いで「保育所の機能を拡充

し、誰でも利用できる認定こども園となることを希望する」24.0％、「幼稚園の機能を拡充

し、乳児から２歳児の受入や延長保育を行う認定こども園となることを希望する」19.3％と

なっている。 

 

問１７-３ 教育・保育事業を利用したい場所についてうかがいます。 

教育・保育事業を利用したい場所については、「指宿市」79.1％が最も高く、次いで「鹿児

島市」1.9％、「他の市町」0.8％となっている。 

  

29.7%

24.0%

19.3%

27.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

幼稚園機能と保育所機能を併せ持つ、認定こども園が

増加することを希望する

保育所の機能を拡充し、誰でも利用できる

認定こども園となることを希望する

幼稚園の機能を拡充し、乳児から２歳児の受入や延長

保育を行う認定こども園となることを希望する

無回答

(n=647)

図表 5-19 認定こども園のニーズに関する希望 

指宿市

79.1%

鹿児島市

1.9%

他の市町

0.8%
無回答

18.2%

(n=647)

図表 5-20 利用したい場所 

S 



 

21 

 

問１７-４ お子さんが利用する施設を選ぶ際に、重視したいことは何ですか。 

（複数回答） 

利用施設を選ぶ際に重視したいことについては、「職員（教諭、保育士等）の対応の良さ」

72.3％が最も高く、次いで「教育・保育の方針や内容」63.4％、「施設環境」60.6％となって

いる。 

  

72.3%

63.4%

60.6%

58.6%

57.2%

38.0%

31.8%

31.4%

28.7%

2.8%

0.0%

2.2%

16.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

職員（教諭、保育士等）の対応の良さ

教育・保育の方針や内容

施設環境（設備・園庭等）

自宅からの距離

通勤・送迎の便の良さ

評判・口コミ

保育時間の長さ

利用料その他の費用

土日・長期休暇期間の利用の有無

公立の施設であること

私立の施設であること

その他

無回答

(n=647)

図表 5-21 利用する施設を選ぶ際に、重視したいこと 
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６．お子さんの土曜・休日や長期休暇中の「定期的」な教育・保育事業の利用希望

について 

問１８ お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、定期的な教育・保育の事業の利用希望はあり

ますか（一時的な利用は除きます）。それぞれの中から該当するものに○をつけてくださ

い。 （１）土曜日 （２）日曜日・祝日 

定期的な教育・保育事業の利用希望について、土曜日では「ほぼ毎週利用したい」

46.2％、日曜日・祝日では「利用する必要はない」63.5％が最も高い。利用したい時間帯に

ついては、土曜、日曜日・祝日ともに８時台から 17 時台が最多となっている。 

 

  

利用する必

要はない

17.8%

ほぼ毎週利

用したい

46.2%

月に１～

２回は利

用したい

22.7%

無回答

13.3%

(n=647)

利用する

必要はな

い

63.5%

ほぼ毎週利

用したい

1.9%

月に１～

２回は利

用したい

21.2%

無回答

13.4%

(n=647)

図表 6-1 事業の利用希望【土曜日】 

S 

図表 6-2 事業の利用希望【日曜日・祝日】 

S 

4.1%

51.2%
44.5%

0.2%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

(n=416)

図表 6-3 利用したい時間帯【土曜日】 

図表 6-4 利用したい時間帯【日曜日・祝日】 

6.7%

47.7%
43.0%

0.7%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

(n=149)

4.1%
0.7%0.7%

4.1%5.5%

41.1%40.4%

2.7%0.7%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

(n=146)

～ 

～ 

0.7%0.7%0.2%3.4%
10.1%

51.7%

30.3%

2.6%0.2%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

(n=416)

※図表 6-3、6-4 については無回答を除いて集計を行った 
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問１８-１ 【問１８の（１）もしくは（２）で、「３．月に１～２回は利用したい」に○をつけた方にうかが

います。】毎週ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（複数回答） 

毎週ではなく、たまに利用したい理由については、「月に数回仕事が入るため」63.7％が最

も高く、次いで「平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため」49.4％、「息抜きのた

め」26.1％となっている。 

問１９ 【現在、幼稚園を利用している方にうかがいます。】 

お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期の休暇期間中の教育・保育の事業の利用を希

望しますか。 

長期休暇期間中の教育・保育の事業の利用

希望については、「休みの期間中、週に数日利

用したい」52.2％が最も高く、次いで「休み

の期間中、ほぼ毎日利用したい」26.1％、「利

用する必要はない」13.0％となっている。 

利用したい時間帯については、９時台から

17 時台が最多となっている。 

  

63.7%

49.4%

26.1%

2.4%

9.8%

1.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

月に数回仕事が入るため

平日に済ませられない用事をまとめて済ませるため

息抜きのため

親族の介護や手伝いが必要なため

その他

無回答

(n=245)

図表 6-5 毎週ではなく、たまに利用したい理由 

利用する必要は

ない

13.0%

休みの期

間中、ほ

ぼ毎日利

用したい

26.1%

休みの期

間中、週

に数日利

用したい

52.2%

無回答

8.7%

(n=46)

図表 6-6 長期休暇中の利用希望 

S 

図表 6-7 利用したい時間帯 

S 

47.2%

52.8%

40.0%

45.0%

50.0%

55.0%

(n=36)

5.6%
2.8%

16.7%

8.3%

38.9%

27.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

(n=36)

～ 

※無回答を除いて集計を行った 
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問１９-１ 【問１９で「３．週に数日利用したい」に○をつけた方にうかがいます。】 

毎日ではなく、たまに利用したい理由は何ですか。（複数回答） 

毎日ではなく、たまに利用したい理由については、「週に数回仕事が入るため」66.7％が最

も高く、次いで「息抜きのため」25.0％、「買い物等の用事をまとめて済ませるため」20.8％

となっている。 

  

66.7%

25.0%

20.8%

4.2%

16.7%

4.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

週に数回仕事が入るため

息抜きのため

買い物等の用事をまとめて済ませるため

親等親族の介護や手伝いが必要なため

その他

無回答

(n=24)

図表 6-8 たまに利用したい理由 

S 
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７．小学校就学後の放課後の過ごし方について 

問２０ お子さんについて、小学校低学年（１～３年生）のうちは、放課後（平日の小学校終了後）の

時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（複数回答） 

令和６年４月に入学する子どもについて、小学校低学年のうちの放課後の過ごし方は「放

課後児童クラブ」62.4％が最も高く、次いで「自宅」47.3％、「習い事」22.6％となってい

る。 

  

※無回答を除いて集計を行った 

62.4%

47.3%

22.6%

16.1%

5.4%

4.3%

1.1%

2.2%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

放課後児童クラブ

自宅

習い事

祖父母宅や友人・知人宅

スポーツ少年団

放課後等デイサービス

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

(n=93)

図表 7-1 小学校就学後の放課後の過ごし方 

S 

5.2%
1.7%

15.5%
12.1%

39.7%

25.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

1日 2日 3日 4日 5日 6日

(n=58)

【放課後児童クラブ】 

S 

20.0%20.0%

5.7%

8.6%

31.4%

11.4%

2.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

1日2日3日4日5日6日7日

(n=44)

【自宅】 

S 

38.1%
33.3%

23.8%

4.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

1日 2日 3日 4日

(n=21)

【習い事】 

S 

図表 7-2 希望する週当たり日数及び時間 

S 

80.0%

20.0%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%
80.0%
90.0%

1日 3日

(n=5)

【スポーツ少年団】 

S 

20.0%

30.0%

10.0%
10.0%

20.0%

10.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

1日 2日 3日 4日 5日 6日

(n=15)

【祖父母や友人・知人宅】 

S 

8.2%

24.5%

67.3%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

16時 17時 18時

(n=49)

【放課後児童クラブ（時間）】 

S 

【放課後等デイサービス】4 日 1 人、5 日 1 人、6 日 2 人 

【ファミリー・サポート・センター】1 日 1 人 【その他】回答なし 
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問２１ お子さんについて、小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終了後）

の時間をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（複数回答） 

令和６年４月に入学する子どもについて、小学校高学年になった際の放課後の過ごし方は

「自宅」75.3％が最も高く、次いで「習い事」37.6％、「スポーツ少年団」、「放課後児童クラ

ブ」がいずれも 22.6％となっている。 

 

  

※無回答を除いて集計を行った 

図表 7-3 小学校高学年になった時の放課後の過ごし方 

S 

【放課後児童クラブ】 

S 

【自宅】 

S 

【習い事】 

S 

図表 7-4 希望する週当たり日数及び時間 

S 
【スポーツ少年団】 

S 

【祖父母や友人・知人宅】 

S 

【放課後児童クラブ（時間）】 

S 

【放課後等デイサービス】4 日 2 人、5 日 1 人 

【ファミリー・サポート・センター】該当なし 【その他】1 日 1 人、2 日 1 人、3 日 1 人 

 

 

75.3%

37.6%

22.6%

22.6%

20.4%

4.3%

0.0%

4.3%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

自宅

習い事

スポーツ少年団

放課後児童クラブ

祖父母宅や友人・知人宅

放課後等デイサービス

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

(n=93)

6.6%

18.0%
14.8%

18.0%

29.5%

11.5%

1.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

1日2日3日4日5日6日7日

(n=70)

13.3%

46.7%

6.7%

26.7%

6.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

1日 2日 3日 5日 6日

(n=15)

29.4%

44.1%

23.5%

2.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

1日 2日 3日 4日

(n=34)

10.0%

40.0%40.0%

5.0% 5.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

1日 2日 3日 4日 6日

(n=20)

9.5%9.5%

42.9%

14.3%
19.0%

4.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

1日 2日 3日 4日 5日 6日

(n=21)

9.5%
14.3%

61.9%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

16時 17時 18時

(n=21)
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問２２ 【問２０または問２１で「５．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけた方にうかがいま

す。】お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありま

すか。（複数回答） 

（１） 土曜日 

土曜日における、「放課後児童クラブ（学童保育）」の利用意向については、「低学年（１～

３年生）の間だけ利用したい」55.9％が最も高く、次いで「高学年（４～６年生）になって

も利用したい」25.4％、「利用しない」20.3％となっている。利用したい時間帯は８時台から

18 時台が最多となっている。 

 

 

 

 

 

 

（2） 日曜日・祝日 

日曜日・祝日における、「放課後児童クラブ（学童保育）」の利用意向については、「利用し

ない」62.7％が最も高く、次いで「低学年（１～３年生）の間だけ利用したい」10.2％、「高

学年（４～６年生）になっても利用したい」6.8％となっている。利用したい時間帯について

はサンプル数が少ないことに留意する必要があるが、８時または９時（同数）から 18 時が最

多となっている。 

 

図表 7-5 「放課後児童クラブ」の利用希望

【土曜日】 

S 

図表 7-6 利用したい時間帯【土曜日】 

55.9%

25.4%

20.3%

3.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

低学年（１～３年生）の間だけ利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

利用しない

無回答

(n=59)

58.5%

36.6%

2.4% 2.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

8時 9時 16時 17時

(n=41)

2.4% 2.4% 4.8% 7.1%

21.4%

61.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

12時 13時 15時 16時 17時 18時

(n=42)

～ 

※無回答を除いて集計を行った 
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問２２-１ 【問２２で「３．利用しない」に○をつけた方にうかがいます。】 

理由は何ですか。（複数回答） 

放課後児童クラブを土曜日、日曜日・祝日に利用しない理由については、「利用する必要が

ない」72.5％が最も高く、次いで「利用したいが、経済的理由で利用できない」、「その他」

がいずれも 2.5％となっている。 

 

 

  

図表 7-7 「放課後児童クラブ」の利用希望【日曜日・祝日】 

S 

図表 7-8 利用したい時間帯【日曜日・祝日】 

62.7%

10.2%

6.8%

20.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

利用しない

低学年（１～３年生）の間だけ利用したい

高学年（４～６年生）になっても利用したい

無回答

(n=59)

50.0% 50.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

8時 9時

(n=8)

12.5%

37.5%

50.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

16時 17時 18時

(n=8)

～ 

※無回答を除いて集計を行った 

72.5%

2.5%

0.0%

0.0%

2.5%

27.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

利用する必要がない

利用したいが、経済的理由で利用できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

利用したいが、近くに放課後児童クラブがない

その他

無回答

(n=40)

図表 7-9 「放課後児童クラブ」を土曜日、日曜日・祝日に利用しない理由 
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問２３ お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期休暇期間中に、放課後児童クラブの利用希望

はありますか。 

長期休暇期間中の放課後児童クラブの利用意向に

ついては、「低学年（１～３年生）の間は利用した

い」46.2％が最も高く、次いで「利用する必要はな

い」30.1％、「高学年（４～６年生）になっても

利用したい」21.5％となっている。 

 

 

 

 

 

 

  

低学年（１～３

年生）の間は利

用したい

46.2%

高学年（４～６年生）

になっても利用したい

21.5%

利用する必

要はない

30.1%

無回答

2.2%
(n=93)

図表 7-10 放課後児童クラブの

利用希望の有無（長期休暇中） 

  

2.6%

61.5%

35.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

7時 8時 9時

(n=39)

2.4% 2.4%

9.8%

34.1%

51.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

12時 15時 16時 17時 18時

(n=41)

図表 7-11 利用したい時間帯【低学年】 

図表 7-12 利用したい時間帯【高学年】 

68.4%

31.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

8時 9時

(n=19)

5.3%

21.1%

73.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

15時 17時 18時

(n=19)

～ 

～ 

※図表 7-11、7-12 については無回答を除いて集計を行った 
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８．お子さんの病気の際の対応について 

問２８ この１年間に、お子さんが病気やケガで幼稚園・保育園・小学校等に登園・登校等ができな

かったことはありますか。 

病気やケガで登園・登校等ができなかったことが

あるかについては、「あった」74.2％、「なかった」

23.8％となっている。 

 

 

 

 

 

問２８-１ 【問２８で「１．あった」に○をつけた方にうかがいます。】 

この１年間に行った対処方法として当てはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数

も（ ）内に数字でご記入ください。（複数回答） 

この１年間に行った対処方法については、「母親が休んだ」90.4％が最も高く、次いで「父

親が休んだ」32.3％、「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」23.8％となっ

ている。 

  

あった

74.2%

なかった

23.8%

無回答

2.0%(n=647)

図表 8-1 病気等で登園等がで

きなかったことの有無 

図表 8-2 この 1 年間に行った対処法 

90.4%

32.3%

23.8%

6.7%

3.3%

3.3%

0.0%

1.5%

0.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ア.母親が休んだ

イ.父親が休んだ

エ.（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

ウ.就労していない保護者が子どもをみた

オ.病児・病後児保育を利用した

キ.仕方なく子どもだけで留守番をさせた

カ.ベビーシッターを利用した

ク.その他

無回答

(n=480)



 

31 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

18.1%
16.8%

15.5%

3.2%

16.8%

2.6%
4.5%

1.9%

9.0%

11.6%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%
1
日

2
日

3
日

4
日

5
日

6
日

7
日

8
日

1
0
日

1
1
日
以
上

(n=155)

6.2%
4.9%

6.4%
3.4%

11.9%

2.1%

9.5%

2.6%
0.8%

20.9%

11.3%
11.6%

6.4%
2.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

1
日

2
日

3
日

4
日

5
日

6
日

7
日

8
日

9
日

1
0
日

1
1
日
～
2
0
日
未
満

2
0
日
～
3
0
日
未
満

3
0
日
～
4
0
日
未
満

4
0
日
以
上

(n=388)

図表 8-3 ア.「父親が休んだ」日数/年 

 

図表 8-4 イ．「母親が休んだ」日数/年 

 

3.3%
6.7%

13.3%

3.3%

10.0%

3.3%3.3%

13.3%

20.0%
20.0%

3.3%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

1
日

2
日

3
日

4
日

5
日

7
日

8
日

1
0
日

1
1
日
～
2
0
日
未
満

2
0
日
～
3
0
日
未
満

3
0
日
以
上

(n=30)

図表 8-5 ウ．「就労していない保護

者が子どもをみた」日数/年 

 

20.2%

17.0%

12.8%

3.2%

18.1%

2.1%

5.3%

20.2%

1.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

(n=94)

図表 8-6 エ．「親族・知人に子ども

をみてもらった」日数/年 

 

図表 8-7 オ．「病児・病後児保育を

利用した」日数/年 

 

27.3%

18.2%

27.3% 27.3%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

1日 2日 5日 10日

(n=11)

図表 8-8 キ．「仕方なく子どもだけ

で留守番をさせた」日数/年 

 

42.9%

7.1%

28.6%

7.1% 7.1% 7.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

1日 2日 3日 5日 8日 10日

(n=14)

【カ．ベビーシッターを利用した】該当なし 

【ク．その他（n=5）】５日（20.0％）、７日（20.0％）、10 日（20.0％）、11 日～20 日未満

（20.0％）、20 日以上（20.0％） 

 

 ※無回答を除いて集計を行った 
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問２８-２ 【問２８-１で「ア．」「イ．」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。】 

その際、「できれば病児・病後児保育を利用したい」と思われましたか。 

また、施設を利用したいと思った日数も（ ）内に数字でご記入ください。 

病児・病後児保育の利用意向については、「できれば病児・病後児保育施設等を利用した

い」23.8％、「利用したいとは思わない」67.1％となっている。利用日数については「５日」

20.9％が最も高くなっている。 

問２８-３ 【問２８-２で「１.できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけた方にうか

がいます。】上記の目的で子どもを預ける場合、いずれの事業形態が望ましいと思われ

ますか。（複数回答） 

病児・病後児保育施設を利用する際、望ましいと思われる事業形態については、「幼稚園・

保育所等に併設した施設で子どもを保育する事業」71.9％が最も高く、次いで「小児科に併

設した施設で子どもを保育する事業」66.7％、「地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保

育する事業」9.6％となっている。 

 

できれば病児・

病後児保育施設

等を利用したい

23.8%

利用したいと

は思わない

67.1%

無回答

9.2%

(n=480)

15.4%

11.0% 11.0%

20.9%

1.1%

7.7%

2.2%

19.8%

11.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

(n=91)

図表 8-10 病児・病後児保育の利用意向 

 

図表 8-11 病児・病後児保育の利用日数 

 

図表 8-12 病児・病後児保育施設等の事業形態 

 

71.9%

66.7%

9.6%

3.5%

0.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

幼稚園・保育所等に併設した施設で子どもを保育する事業

小児科に併設した施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業

その他

無回答

(n=114)

※無回答を除いて集計を行った 
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問２８-４ 【問２８-２で「２．利用したいとは思わない」に○をつけた方にうかがいます。】 

そう思われる理由は何ですか。（複数回答） 

病児・病後児保育施設を利用したいと思わない理由については、「親が仕事を休んで対応」

59.3％が最も高く、次いで「病児・病後児を他人にみてもらうのは不安」50.9％、「利用料が

かかる」27.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問２８-５ 【問２８-１で「ウ.」～「ク.」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。】 

その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで子どもを看たい」と思われました

か。当てはまるもの１つに○をつけ、「ウ.」～「ク.」の日数のうち仕事を休んで看たかっ

た日数についても（ ）内に数字で記入してください。 

父母のいずれかが仕事を休んで子どもを看たいと思ったかについては、「できれば仕事を休

んで看たい」50.9％、「休んで看ることは非常に難しい」18.3％となっている。休んで看たい

日数については、「３日」22.9％が最も高くなっている。 

59.3%

50.9%

27.6%

10.6%

7.1%

4.3%

16.1%

2.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

親が仕事を休んで対応

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

利用料がかかる

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間など）がよくない

利用料がわからない

地域の事業の質に不安がある

その他

無回答

(n=322)

図表 8-13 「利用したいと思わない」理由 

 

できれば仕

事を休んで

看たい

50.9%

休んで看

ることは

非常に難

しい

18.3%

無回答

30.8%

(n=169)

図表 8-14 「仕事を休んで看たい」の意向 

 

11.4%
12.9%

22.9%

4.3%

18.6%

4.3%
2.9%

12.9%

10.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

(n=70)

図表 8-15 「仕事を休んで看たい」日数 

 

※無回答を除いて集計を行った 
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問２８-６ 【問２８-５で「２．休んで看ることは非常に難しい」に○をつけた方にうかがいます。】 

そう思われる理由は何ですか。（複数回答） 

休んで看ることは非常に難しいと思う理由については、「その他」45.2％が最も高く、次い

で「休暇日数が足りないので休めない」35.5％、「自営業なので休めない」22.6％となってい

る。 

「その他」の主な理由としては、仕事が多忙であることや、職場の人員不足、また、欠勤

により収入減などの理由があげられた。 

  

35.5%

22.6%

19.4%

45.2%

3.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

休暇日数が足りないので休めない

自営業なので休めない

子どもの看護を理由に休みがとれない

その他

無回答

(n=31)

図表 8-16 「休んで看ることは非常に難しい」方の理由 
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９．お子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

問２９ お子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業

はありますか。ある場合は、当てはまるものすべてに○をつけ、１年間の利用日数（おおよ

そ）も（ ）内に数字でご記入ください。 

私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業については、「利用し

ていない」87.5％が最も高く、次いで「幼稚園の預かり保育」4.0％、「一時預かり」3.7％と

なっている。利用日数については、「一時預かり」、「幼稚園の預かり保育」ではいずれも「11

日以上」の利用が４割以上を占め、最も高くなっている。 

  

4.0%

3.7%

0.8%

0.2%

0.0%

0.0%

87.5%

4.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

幼稚園の預かり保育

一時預かり

ファミリー・サポート・センター

子育て短期支援事業

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

(n=647)

図表 9-1 不定期に利用している事業及び利用の有無 

 

図表 9-2 不定期に利用している事業の利用日数 

 

5.6% 5.6% 5.6%

22.2%

61.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

(n=18)

【幼稚園の預かり保育】 

 

【一時預かり】 

 

【ファミリー・サポート・センター(n=1)】：1 日（100.0％） 

【子育て短期支援事業(n=1)】：11 日以上(100.0％) 

【ベビーシッター】：該当なし 【その他】：該当なし 

 

5.3%

15.8%

5.3%

26.3%

47.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

(n=19)

※無回答を除いて集計を行った 
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問２９-１ 【問２９で「7．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。】 

現在利用していない理由は何ですか。（複数回答） 

現在利用していない理由については、「特に利用する必要がない」82.0％が最も高く、次い

で「事業の利用方法（手続き等）がわからない」12.9％、「利用料がかかる・高い」10.6％と

なっている。 

問３０ お子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい問２９のよ

うな事業を利用する必要があると思いますか。当てはまるものに○をつけ、「１．利用した

い」に○をつけた方は、必要な日数を（ ）内に数字でお答えください。 

不定期に教育・保育事業の利用意向があるかについて

は、「利用したい」23.5％、「利用する必要はない」68.6％

となっている。利用理由としては、「私用、リフレッシュ

目的」65.1％が最も高く、次いで「冠婚葬祭、学校行事、

子どもや親の通院等」64.5％、「不定期の就労」29.6％と

なっている。利用日数の合計については、全体の 53.4％

が「11 日以上」と回答している。（図表 9-6） 

  

図表 9-3 現在、事業を「利用していない」理由 

 

利用した

い

23.5%

利用する

必要はな

い

68.6%

無回答

7.9%
(n=647)

図表 9-4 事業の利用意向 

 

65.1%

64.5%

29.6%

5.9%

4.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

私用、リフレッシュ目的

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等

不定期の就労

その他

無回答

(n=152)

図表 9-5 事業の利用理由の内訳 

 

82.0%

12.9%

10.6%

9.4%

6.4%

6.2%

4.6%

4.2%

2.5%

0.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

特に利用する必要がない

事業の利用方法（手続き等）がわからない

利用料がかかる・高い

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

利用したい事業が地域にない

利用料がわからない

地域の事業の利便性

地域の事業の質に不安がある

その他

無回答

(n=566)
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4.5%
6.8%

5.3%
0.8%

9.8%

3.0% 2.3%
1.5%

12.8%

53.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

(n=133)

図表 9-6 事業を「利用したい」場合の必要な利用日数 

 

【合計日数】 

 

7.8% 8.9% 7.8%

18.9%

4.4%
1.1%

15.6%

35.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

(n=90)

【私用、リフレッシュ】 

 

5.4%

9.7%
11.8%

1.1%

23.7%

5.4%

1.1%

20.4%
21.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

(n=93)

【冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院】 

 

7.3%
9.8%

4.9%

9.8%

4.9%

31.7%31.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

(n=45)

【不定期の就労】 

 

0.0%

14.3%

28.6% 28.6%

14.3% 14.3%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

(n=7)

【その他】 

 

※無回答を除いて集計を行った 
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問３０-１ 【問３０で「１.利用したい」に○をつけた方にうかがいます。】 

問３０の目的でお子さんを預ける場合、いずれの事業形態が望ましいと思われますか。

（複数回答） 

子どもを預ける場合、望ましいと思う事業形態については「一時預かり」71.1％が最も高

く、次いで「幼稚園の預かり保育」38.2％、「ファミリー・サポート・センター」25.0％とな

っている。 

問３１ お子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや

育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要があると思

いますか。利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに○をつけ、必要な泊数

をご記入ください。 

利用意向については、「利用したい」10.0％、「利

用する必要はない」86.4％となっている。利用理由

としては、「保護者や家族の病気」81.5％が最も高

く、次いで「保護者や家族の育児疲れ・不安」

72.3％、「冠婚葬祭」56.9％となっている。利用日数

の合計については、「11 日以上」が 33.9％を占めて

いる。（図表 9-10） 

  

71.1%

38.2%

25.0%

21.1%

11.8%

0.0%

3.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

子育て短期支援事業

ベビーシッター

その他

無回答

(n=152)

図表 9-7 子どもを預ける際、望ましい事業形態 

 

利用した

い

10.0%

利用する必

要はない

86.4%

無回答

3.6%
(n=647)

図表 9-8 泊りがけで家族以外に 

預ける必要の有無 

 

図表 9-9 事業の利用理由 

 

81.5%

72.3%

56.9%

10.8%

10.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0% 90.0%

保護者や家族の病気

保護者や家族の育児疲れ・不安

冠婚葬祭

その他

無回答

(n=65)
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図表 9-10 必要日数 

 
【合計日数】 

51.4%

18.9%

10.8%10.8%

2.7% 2.7% 2.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

(n=37)

【冠婚葬祭】 

【保護者や家族の育児疲れ・不安】 

19.6%

15.7%

19.6%19.6%

11.8%

5.9%
7.8%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

(n=51)

28.6%

11.9%
14.3%

2.4%

11.9%

2.4%

11.9%
14.3%

2.4%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

(n=42)

【保護者や家族の病気】 

14.3%

28.6%

42.9%

14.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

1日 3日 5日 10日

(n=7)

【その他】 

5.4%

10.7%

5.4%

8.9% 8.9%
10.7%

5.4%
3.6%

7.1%

33.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

(n=56)

※無回答を除いて集計を行った 
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１０．地域の子育て支援事業の利用状況について 

問３２ お子さんは、現在、地域子育て支援センター（別紙「施設・サービス一覧」参照）を利用して

いますか。利用している場合は、おおよその利用回数（頻度）を（ ）内に数字でお答えくだ

さい。 

地域子育て支援センターの利用状況について

は、「利用している」7.1％、「利用していない」

89.6％となっている。利用している頻度につい

ては、１週当たりでは 1 回と３回、１か月当た

りでは１回が最多となっている。 

  

利用して

いる

7.1%

利用して

いない

89.6%

無回答

3.2%
(n=647)

図表 10-1 地域子育て支援センター

の利用状況 

 

図表 10-2 「利用している」頻度 

 

33.3%

22.2%

33.3%

11.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

1回 2回 3回 5回

(n=46)

【1 週当たり回数】 【1 か月当たり回数】 

61.1%

11.1%
13.9%

2.8%
5.6%

2.8% 2.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

1回 2回 3回 4回 5回 8回 13回

(n=36)

※無回答を除いて集計を行った 
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問３３ 問３２のような地域子育て支援センターについて、現在は利用していないが、できれば今

後利用したい、あるいは利用日数を増やしたいと思いますか。 

また、おおよその利用回数（頻度）を（ ）内に数字でお答えください。 

地域子育て支援センターの今後の利用意向につい

ては、「新たに利用したり、利用日数を増やしたり

したいとは思わない」68.9％が最も高く、次いで

「利用していないが、今後利用したい」17.9％、

「すでに利用しているが、今後利用日数を増やした

い」3.1％となっている。現在利用していない方の

利用したい日数は週当たり「１回」、月当たり「１

回」が最多となっている。現在利用している方は今

より更に「１回」、月に「１回」、「２回」が最多と

なっている。 

  

利用していないが、

今後利用したい

17.9%

すでに利用

している

が、今後利

用日数を増

やしたい

3.1%

新たに利用し

たり、利用日

数を増やした

りしたいとは

思わない

68.9%

無回答

10.0%

(n=647)

図表 10-3 利用意向 

 

図表 10-4 「利用していない」方の利用意向（回数） 

 

70.0%

12.5% 12.5%

5.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

1回 2回 3回 5回

(n=40)

【1 週当たり回数】 

49.4%

22.9%

7.2%

13.3%

1.2%
2.4%

1.2% 1.2% 1.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

1回 2回 3回 4回 5回 6回 7回 8回 10回

(n=116)

図表 10-5 「利用している」方の利用意向（回数） 

70.0%

30.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

1回 2回

(n=10)

27.3% 27.3%

18.2%

9.1% 9.1% 9.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

1回 2回 3回 4回 5回 8回

(n=11)

【1 週当たり回数（更に）】 【1 か月当たり回数（更に）】 

【1 か月当たり回数】 

※図表 10-4、10-5 については無回答を除いて集計を行った 
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問３４ 下記の①～⑰のサービスで知っているものや、これまでに利用したことがあるものがあり

ますか。また今後、利用したいと思いますか。（サービスごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについ

て、１つに○） 

市で実施している 16 事業の中で、「認知度」、「利用状況」、「利用意向」の上位５事業は下

記のとおり。 

【認知度】 

認知度については、「病児保育事業」82.5％が最も高く、次いで「放課後児童クラブ（学童

保育）」81.1％、「延長保育事業」75.7％となっている。一方、認知度が最も低いのは「子育

て短期支援事業（ショートステイ事業、トワイライトステイ事業）」の 20.1％となっている。 

【利用状況】 

利用状況については、「指宿保健センター・山川文化ホール・なのはな館の施設・遊具開

放」34.6％が最も高く、次いで「保健センターの育児相談」30.4％、「子育て支援センター」

29.5％となっている。一方、利用状況が最も低いのは「子育て短期支援事業（ショートステ

イ事業、トワイライトステイ事業）」の 0.3％となっている。 

【利用意向】 

利用意向については、「放課後児童クラブ（学童保育）」49.5％が最も高く、次いで「指宿

保健センター・山川文化ホール・なのはな館の施設・遊具開放」36.3％、「延長保育事業」

31.1％となっている。一方、利用意向が最も低いのは「子育て短期支援事業（ショートステ

イ事業、トワイライトステイ事業）」の 8.2％となっている。 

  

【利用意向】

順位 事業名 割合

1 放課後児童クラブ（学童保育） 49.5%

2
指宿保健センター・山川文化ホール・なの
はな館の施設・遊具開放

36.3%

3 延長保育事業 31.1%

4 保健センターの育児相談 26.9%

5 子育て支援センター 25.0%

図表 10-6 事業の認知度、利用状況、利用意向の上位５事業 

【認知度】

順位 事業名 割合

1 病児保育事業 82.5%

2 放課後児童クラブ（学童保育） 81.1%

3 延長保育事業 75.7%

4 保健センターの育児相談 74.8%

5 子育て支援センター 72.8%

【利用状況】

順位 事業名 割合

1
指宿保健センター・山川文化ホール・なの
はな館の施設・遊具開放

34.6%

2 保健センターの育児相談 30.4%

3 子育て支援センター 29.5%

4 ブックスタート 28.1%

5 延長保育事業 27.0%
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75.7%

81.1%

20.1%

72.8%

64.0%

82.5%

45.9%

59.0%

34.5%

29.4%

20.9%

46.1%

60.7%

55.0%

74.8%

41.6%

27.0%

25.2%

0.3%

29.5%

11.3%

7.0%

2.8%

2.9%

14.2%

8.2%

2.8%

28.1%

34.6%

18.7%

30.4%

3.1%

31.1%

49.5%

8.2%

25.0%

19.2%

20.7%

13.4%

17.5%

11.1%

20.7%

12.4%

22.9%

36.3%

17.3%

26.9%

18.9%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①延長保育事業

②放課後児童クラブ（学童保育）

➂子育て短期支援事業（ショートステイ事業、

トワイライトステイ事業）

④子育て支援センター

⑤一時預かり事業

⑥病児保育事業

⑦ファミリー・サポート・センター

事業

⑧休日保育

⑨こんにちは赤ちゃん事業

⑩子育て学びの広場

⑪子育てサポーター養成講座

⑫ブックスタート

⑬指宿保健センター・山川文化ホール・

なのはな館の施設・遊具開放

⑭子育てママ・パパの運動教室

⑮保健センターの育児相談

⑯家庭児童相談

認知度 利用状況 利用意向
(n=647)

図表 10-7 事業別の認知度、利用状況、利用意向 
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１１．育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

問３５ 末子のお子さんが生まれた時、父母のいずれか、もしくは双方が育児休業を取得しました

か。（母親、父親ごとに１つに○） 

【母親】 

育児休業の取得状況については、「取得した（取得中である）」47.4％が最も高く、次いで

「働いていなかった」31.5％、「取得していない」18.7％となっている。取得期間について

は、６ヶ月～12 ヶ月が７割を占め、１年を超える取得は 19.5％にとどまっている。また、取

得していない理由については、「仕事が忙しかった」25.6％が最も高く、次いで「職場に育児

休業の制度がなかった」24.8％、「その他」17.4％となっている。「その他」意見では、自営

業のためという回答が多くあげられた。 

  

図表 11-1 育児休業取得の有無 図表 11-2 育児休業の取得期間（月） 

3.1% 6.9%

70.6%

16.8%

2.3% 0.4%
0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

(n=262)

25.6%

24.8%

16.5%

13.2%

13.2%

12.4%

9.9%

9.9%

5.0%

2.5%

1.7%

0.8%

0.8%

0.0%

17.4%

5.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

仕事が忙しかった

職場に育児休業の制度がなかった

子育てや家事に専念するため退職した

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

収入減となり、経済的に苦しくなる

保育所（園）などに預けることができた

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

仕事に戻るのが難しそうだった

育児休業を取得できることを知らなかった

配偶者が育児休業制度を利用した

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得

できることを知らず、退職した

昇給・昇格などが遅れそうだった

その他

無回答

(n=121)

図表 11-3 取得していない理由（複数回答） 

働いてい

なかった

31.5%

取得した

（取得中

である）

47.4%

取得して

いない

18.7%

無回答

2.3%
(n=647)

※無回答を除いて集計を行った 
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【父親】 

育児休業の取得状況については、「取得していない」82.1％が最も高く、次いで「取得した

（取得中である）」6.2％、「働いていなかった」0.6％となっている。取得期間については、

１ヶ月未満が４割を占め、６ヶ月以上の取得は 13.2％となっている。また、取得していない

理由としては、「仕事が忙しかった」36.2％が最も高く、次いで「職場に育児休業を取りにく

い雰囲気があった」30.3％、「配偶者が育児休業制度を利用した」23.0％となっている。 

  

働いていなかった

0.6%
取得した（取得

中である）

6.2%

取得して

いない

82.1%

無回答

11.1%

(n=647)

図表 11-4 育児休業取得の有無 図表 11-5 育児休業の取得期間（月） 

42.1%

31.6%

5.3% 7.9%
13.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

(n=38)

図表 11-6 取得していない理由（複数回答） 

36.2%

30.3%

23.0%

21.1%

14.7%

9.6%

5.3%

3.2%

2.4%

1.9%

1.7%

1.1%

0.8%

0.2%

7.7%

11.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

仕事が忙しかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

配偶者が育児休業制度を利用した

収入減となり、経済的に苦しくなる

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

職場に育児休業の制度がなかった

保育所（園）などに預けることができた

育児休業を取得できることを知らなかった

子育てや家事に専念するため退職した

仕事に戻るのが難しそうだった

昇給・昇格などが遅れそうだった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得

できることを知らず、退職した

その他

無回答

(n=531)

※無回答を除いて集計を行った 
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問３５-１ 【問３５で母親または父親が「２．取得した（取得中である）」に○をつけた方にうかがい

ます。】育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 

母親については、「育児休業取得後、職場に復帰した」73.6％が最も高く、次いで「現在も

育児休業中である」16.6％、「育児休業中に離職した」5.5％となっている。父親について

は、「育児休業取得後、職場に復帰した」87.5％が最も高く、次いで「現在も育児休業中であ

る」5.0％、「育児休業中に離職した」2.5％となっている。 

問３５-２ 【問３５-１で「１.育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうかがいます。】 

育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングでし

たか。あるいはそれ以外でしたか。 

母親については、「それ以外だった」56.6％が最も高く、次いで「年度初めの入所に合わせ

たタイミングだった」41.6％となっている。父親については「それ以外だった」が 88.6％を

占めている。 

 

  

育児休業

取得後、

職場に復

帰した

73.6%

現在も育

児休業中

である

16.6%

育児休業

中に離職

した

5.5%

無回答

4.2%

(n=307)

【母親】 

育児休業

取得後、

職場に復

帰した

87.5%

現在も育児休

業中である

5.0%

育児休業中

に離職した

2.5%

無回答

5.0%(n=40)

【父親】 

図表 11-7 育児休業後の状況 

図表 11-8 職場復帰のタイミング 

【母親】 【父親】 

年度初め

の入所に

合わせた

タイミン

グだった

41.6%それ以外

だった

56.6%

無回答

1.8%
(n=226) 年度初め

の入所に

合わせた

タイミン

グだった

5.7%

それ以外

だった

88.6%

無回答

5.7%
(n=35)
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問３５-３ 【問３５-１で「１.育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうかがいます。】 

育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。また、

お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何か月のときまで取りたかったですか。

（ ）内にご記入ください。 

（１） 母親 

育児休業から「実際」に子どもが何歳何か月のときに職場復帰したかについては、平均し

て「実際」が 11.3 か月、「希望」が 17.5か月となっている。 

（２） 父親 

平均して、「実際」が 6.7 か月、「希望」が 13.1 か月となっている。 

問３５-４ 【問３５-１で「１.育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうかがいます。】 

お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」として

はお子さんが何歳何か月のときまで取りたかったですか。（ ）内にご記入ください。 

（１） 母親 

育児休業の取得期間の「希望」については、平均で 24.4 か月（月別には 36 か月が最多）

となっている。 

（２） 父親 

「希望」は平均して、17.6 か月（月別には 36 か月が最多）となっている。 

問３５-５ 【問３５-３で実際の復帰と希望が異なる方にうかがいます。】 

希望の時期に職場復帰しなかった理由は何ですか。 

（１） 「希望」より早く復帰した方（複数回答） 

希望の時期に職場復帰しなかった理由について、母親は「経済的な理由で早く復帰する必

要があった」38.8％が最も高く、次いで「希望する保育所に入るため」33.9％となってい

る。父親は「経済的な理由で早く復帰する必要があった」40.9％が最も高く、次いで「その

他」31.8％となっている。「その他」の内容については、仕事が忙しい、職場に迷惑がかか

る、職場の人員不足、有休での取得のためなどの回答があげられた。  

図表 11-9 職場復帰の状況（希望と実際との差：母親） 

38.8%

33.9%

17.4%

4.1%

19.0%

18.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

経済的な理由で早く復帰する必要があった

希望する保育所に入るため

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

配偶者や家族の希望があったため

その他

無回答

(n=121)
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（２） 「希望」より遅く復帰した方（複数回答） 

希望の時期に復帰しなかった理由について、母親は「希望する保育所に入れなかったた

め」60.0％が最も高くなっている。父親はサンプル数が少ないことに留意する必要がある

が、「配偶者や家族の希望があったため」25.0％が最も高くなっている。 

図表 11-11 希望の時期に復帰しなかった理由（母親） 

60.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

40.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

希望する保育所に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

子どもをみてくれる人がいなかったため

その他

無回答

(n=10)

図表 11-10 職場復帰の状況（希望と実際との差：父親） 

40.9%

13.6%

9.1%

4.5%

31.8%

22.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

希望する保育所に入るため

配偶者や家族の希望があったため

その他

無回答

(n=22)

図表 11-12 希望の時期に復帰しなかった理由（父親） 

25.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

75.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

配偶者や家族の希望があったため

希望する保育所に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

子どもをみてくれる人がいなかったため

その他

無回答

(n=4)
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問３５-６ 育児休業からの職場復帰には、短時間勤務制度を利用しましたか。 

短時間勤務制度利用の有無について、母親は「利用する必要がなかった」38.5％が最も高

く、次いで「利用した」35.8％、「利用したかったが、利用しなかった」20.8％となってい

る。父親は「利用する必要がなかった」48.6％が最も高く、次いで「利用したかったが、利

用しなかった」40.0％となっている。「利用した」は 2.9％にとどまっている。 

問３５-７ 【問３５-６で「３．利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」に○をつけた

方にうかがいます。】 

       短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由は何ですか。（複数回答） 

（１） 母親 

短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由については、「職場に短時間勤

務制度を取りにくい雰囲気があった」57.4％が最も高く、次いで「短時間勤務にすると給与

が減額される」51.1％、「仕事が忙しかった」27.7％となっている。 

 

  57.4%

51.1%

27.7%

17.0%

10.6%

10.6%

0.0%

0.0%

0.0%

6.4%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

短時間勤務にすると給与が減額される

仕事が忙しかった

職場に短時間勤務制度がなかった

短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

子どもをみてくれる人がいた

子育てや家事に専念するため退職した

その他

無回答

(n=47)

図表 11-13 短時間勤務制度利用の有無 

【母親】 【父親】 

利用する

必要がな

かった

38.5%

利用した

35.8%

利用した

かったが、

利用しな

かった

20.8%

無回答

4.9%
(n=226)

利用する

必要がな

かった

48.6%

利用した

2.9%

利用した

かった

が、利用

しなかっ

た

40.0%

無回答

8.6%

(n=35)

図表 11-14 短時間勤務制度を利用しなかった理由（母親） 
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（２） 父親 

短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由については、「仕事が忙しかっ

た」64.3％が最も高く、次いで「職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった」、「短

時間勤務にすると給与が減額される」がいずれも 42.9％となっている。 

問３５-８ 【問３５-１で「２．現在も育児休業中である」に○をつけた方にうかがいます。】 

お子さんが１歳になったときに必ず利用できる保育所等の事業があれば、１歳になるま

で育児休業を取得しますか。または、預けられる保育所等の事業があっても１歳になる

前に復帰しますか。 

1 歳になったときに必ず利用できる保育所等の事業があれば、利用したいか、事業があって

も 1 歳になる前に復帰するかについて、母親は「１歳になるまで育児休業を取得したい」

76.5％、「１歳になる前に復帰したい」21.6％となっている。父親についてはサンプル数が少

ないことに留意する必要があるが、「１歳になるまで育児休業を取得したい」が全数となって

いる。 

 

  

図表 11-15 短時間勤務制度を利用しなかった理由（父親） 

64.3%

42.9%

42.9%

21.4%

14.3%

14.3%

7.1%

7.1%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

仕事が忙しかった

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

短時間勤務にすると給与が減額される

職場に短時間勤務制度がなかった

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

子どもをみてくれる人がいた

短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

子育てや家事に専念するため退職した

その他

無回答

(n=14)

図表 11-16 育児休業の取得意向 

【母親】 【父親】 

１歳になるまで育児休業を

取得したい

76.5%

１歳にな

る前に復

帰したい

21.6%

無回答

2.0%

(n=51)

１歳になるまで育児休業を

取得したい

100.0%

(n=2)
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問３６ 子どもが原則１歳（保育所における保育の実施が行われないなど一定の要件を満たす場

合は１歳６か月）になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子どもが満３歳になるま

での育児休業等（法定の育児休業及び企業が法定を上回る期間設けた育児休業に準ずる

措置）期間について健康保険及び厚生年金保険の保険料が免除になる仕組みがあります

が、そのことをご存じでしたか。 

育児休業給付、保険料免除の認知状況について

は、「育児休業給付、保険料免除のいずれも知っ

ていた」28.0％が最も高く、次いで「育児休業給

付、保険料免除のいずれも知らなかった」

19.5％、「育児休業給付のみ知っていた」15.5％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

問３７ 子育て支援サービスに関する情報は、どこから情報提供する方が良いと思いますか。 

（複数回答） 

子育て支援サービスに関する情報をどこから提供する方が良いと思うかについては、「広報

紙」58.7％が最も高く、次いで「保育所や幼稚園等のお便り」58.4％、「健診などでの配付資

料」52.6％となっている。 

  

育児休業給付、保

険料免除のいずれ

も知っていた

28.0%

育児休業

給付のみ

知ってい

た

15.5%

保険料免除の

み知っていた

2.5%

育児休業給付、保

険料免除のいずれ

も知らなかった

19.5%

無回答

34.6%

(n=647)

図表 11-17 制度の認知状況 

58.7%

58.4%

52.6%

38.3%

30.4%

7.7%

7.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

広報紙

保育所や幼稚園等のお便り

健診などでの配付資料

市のホームページ

市役所や保健センターの窓口

その他

無回答

(n=647)

図表 11-18 子育て支援サービスに関する情報の提供方法 
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問３８ （小学校就学前の）乳幼児期の子育てについて、どのような情報提供や相談・支援を受け

たいと思いますか。（複数回答） 

乳幼児期の子育てについて、どのような情報提供や相談・支援を受けたいかについては、

「幼稚園・保育所などへの入園・入所等」68.2％が最も高く、次いで「子どもの心身の健康

や発達」49.8％、「子育ての方法」47.9％となっている。 

 

 

 

問３９ 指宿市は子育てしやすいまちだと思いますか。 

指宿市は子育てしやすいまちだと思うかについては、「どちらとも言えない」30.9％が最も

高く、次いで「どちらかというとそう思う」27.7％、「どちらかというとそう思わない」

16.5％となっている。 

『思う』（「そう思う」と「どちらかというとそう思う」の合算）は 38.4％となった。 

  

68.2%

49.8%

47.9%

44.2%

36.8%

25.2%

25.0%

24.0%

2.3%

6.8%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

幼稚園・保育所などへの入園・入所等

子どもの心身の健康や発達

子育ての方法

子どもの生活習慣や遊び方

地域の子育て支援サービスの情報・紹介

（妊娠期を含めた）母親の心身の健康

妊娠期から育児期の父親による子育て

子育て中の保護者同士の仲間づくり

その他

無回答

(n=647)

そう思う

10.7%

どちらか

というと

そう思う

27.7%どちらと

も言えな

い

30.9%

どちらか

というと

そう思わ

ない

16.5%

そう思わ

ない

11.4%

無回答

2.8%(n=647)

図表 11-19 子育てについての情報提供や相談・支援のニーズ 

図表 11-20 指宿市は子育てしやすいか 
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問 40 児童虐待について、見聞きしたことがありますか。 

児童虐待について、見聞きしたことがあるかについては、「ある」12.4％、「ない」84.5％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４１ 【問４０で「１．ある」に○をつけた方にうかがいます。】 

児童虐待を見聞きした場合に、どちらに通告されましたか。（複数回答） 

児童虐待を見聞きした場合に、どこへ通告したかについては、「通告していない」46.3％が

最も高く、次いで「市の家庭児童相談」、「児童相談所」がいずれも 16.3％、「学校、幼稚園、

保育所などの施設」15.0％となっている。 

  

ある

12.4%

ない

84.5%

無回答

3.1%
(n=647)

図表 11-21 児童虐待を見聞きしたことがあるか 

46.3%

16.3%

16.3%

15.0%

13.8%

3.8%

3.8%

7.5%

1.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

通告していない

市の家庭児童相談

児童相談所

学校、幼稚園、保育所などの施設

地元の警察署・駐在所

市の母子保健窓口

民生委員・児童委員

その他

無回答

(n=80)

図表 11-22 通告先について 
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１２．子育て全般について 

問４２ あなたは、お子さんに、理想的には、どの段階の学校まで進んでほしいと思いますか。 

理想として、どの段階の学校まで進んでほしいと思うかについては、「大学まで」43.1％が

最も高く、次いで「特に理想はない」18.9％、「高等学校まで」15.5％となっている。 

 

 

問４３ あなたは、お子さんは、現実的には、どの段階の学校まで進むと思いますか。 

現実的には、どの段階の学校まで進むと思うかについては、「大学まで」34.2％が最も高

く、次いで「高等学校まで」19.6％、「特に理想はない」18.2％となっている。 

  

43.1%

15.5%

9.4%

7.6%

1.2%

0.2%

2.6%

18.9%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

大学まで

高等学校まで

専門学校まで

高等専門学校・短期大学まで

大学院まで

中学校まで

その他

特に理想はない

無回答

(n=647)

図表 12-1 どの段階の学校まで進んでほしいか（理想） 

34.2%

19.6%

13.0%

9.9%

3.4%

0.2%

0.0%

18.2%

1.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

大学まで

高等学校まで

専門学校まで

高等専門学校・短期大学まで

その他

大学院まで

中学校まで

特に理想はない

無回答

(n=647)

図表 12-2 どの段階の学校まで進むと思うか（現実） 
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問４４ あなたが問４３のようにお考えになる理由は何ですか。 

問 43（現実的な進路）のように考える理由については、「一般的な進路だと思うから」

41.4％が最も高く、次いで「特に理想はない」21.5％、「家庭に経済的な余裕がないから」

9.0％となっている。 

 

 

 

問４５ お子さんは、現在、塾に行ったり、習い事をしたりしていますか。（ここでの「塾」「習い事」に

は、費用がかからないサークル活動等は含みません。） 

現在、塾や習い事をしているかについては、「している」34.8％、「していない」63.7％と

なっている。 

  

41.4%

9.0%

8.8%

8.3%

0.2%

8.3%

21.5%

2.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

一般的な進路だと思うから

家庭に経済的な余裕がないから

子どもがそう希望しているから

子どもの学力から考えて

他の家族の理解が得られないから

その他

特に理想はない

無回答

(n=647)

図表 12-3 問 43（現実的な進路）のように考える理由 

している

34.8%

していない

63.7%

無回答

1.5%
(n=647)

図表 12-4 塾や習い事をしているか 
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問４６ 塾や習い事に行かせたい希望はありますか。 

塾や習い事に行かせたい希望があるかについては、「ある」73.1％、「ない」25.5％となっ

ている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４７ お子さんが塾や習い事をしていない理由は何ですか。 

塾や習い事をしていない理由については、「その他」24.3％が最も高く、次いで「特に理由

はない」20.9％、「経済的に余裕がないから」17.3％、「子どもがやりたがらないから」

15.0％となっている。「その他」の内容としては、まだ幼いからという回答がほとんどであっ

たが、地域に習いたいものがない、選択肢が少ないなどの回答もあげられた。 

  

ある

73.1%

ない

25.5%

無回答

1.5%
(n=412)

図表 12-5 塾や習い事に行かせたい希望 

17.3%

15.0%

8.6%

5.3%

3.3%

1.7%

0.7%

24.3%

20.9%

3.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

経済的に余裕がないから

子どもがやりたがらないから

家の近くに塾や習い事がないから

必要性を感じないから

子どもが家などで過ごす自由時間が少なくなるから

学校の部活動が忙しいから

ほかの家族の理解が得られないから

その他

特に理由はない

無回答

(n=647)

図表 12-6 塾や習い事をしていない理由 
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問４８ 本市で、塾に行きたいのに、様々な理由で塾に行ってないお子さんを対象に、無料もしく

は低額な利用料金で元教職員等が学習習慣の定着等の学習支援を行う「学習支援事業」

を実施した場合、利用したいと思いますか。 

「学習支援事業」の利用意向については、「利用してみたい」32.3％が最も高く、次いで

「学力向上が見込める内容であれば、利用してみたい」17.3％、「実施日や時間帯が合えば、

利用してみたい」14.7％となっている。『利用してみたい』は全体の 76.5％を占める。 

 

 

 

問４９ 本市内で、食事を満足に取れなかったり、親が忙しく、一人で食事をしている家庭の子ど

もの支援を目的とした「子ども食堂」がありますが、あなたは利用したいと思いますか。 

「子ども食堂」の利用意向については、「わからない」32.8％が最も高く、次いで「利用し

てみたい」32.5％、「利用したいと思わない」26.1％となっている。 

 

  

32.3%

17.3%

14.7%

12.2%

2.5%

1.2%

1.2%

14.5%

4.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

利用してみたい

学力向上が見込める内容であれば、利用してみたい

実施日や時間帯が合えば、利用してみたい

家の近くで実施するのであれば、利用してみたい

その他の理由で、利用したいと思わない

利用している

塾に行かせるつもりなので、利用したいと思わない

わからない

無回答

(n=647)

図表 12-7 「学習支援事業」の利用意向 

利用して

いる

6.5%

利用して

みたい

32.5%

利用した

いと思わ

ない

26.1%

わからない

32.8%

無回答

2.2%
(n=647)

図表 12-8 「子ども食堂」の利用意向 
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Ⅲ 調査結果（就学児） 

１．お住まいの地域について 

問１ お住まいの小学校区を教えてください。 

小学校区については、「丹波校区」22.0％が最も高く、次いで「柳田校区」20.4％、「指宿

校区」18.8％となっている。 

 

 

 

 

２．お子さんとご家族について 

問２・問３ お子さんの学年及び兄弟数を教えてください。 

学年は、「４年生」24.2％が最も高く、次いで「６年生」19.6％、「５年生」18.2％となっ

ている。 

 兄弟数は、「３人」36.4％が最も高く、次いで「２人」35.9％、「１人」22.3％となってい

る。４人以上は合わせて 5.4％となっている。 

 

 

 

  

22.0%

20.4%

18.8%

13.9%

7.3%

5.4%

4.3%

1.9%

0.0%

6.0%

0.0% 5.0% 10.0% 15.0% 20.0% 25.0% 30.0%

丹波校区

柳田校区

指宿校区

山川校区

開聞校区

今和泉校区

魚見校区

川尻校区

池田校区

無回答

(n=368)

図表 1-1 お住まいの小学校区 

1年生

12.0%

2年生

14.7%

3年生

11.4%
4年生

24.2%

5年生

18.2%

6年生

19.6%

(n=368)

１人

22.3%

２人

35.9%

３人

36.4%

４人

4.3%

５人

1.1%(n=368)

図表 2-1 学年 図表 2-2 兄弟数 
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問４～問６ ご回答いただく方の続柄、年齢及び配偶者の有無について教えてください。 

回答者の続柄については、「母親」87.2％、「父親」12.8％となっている。 

年齢については、「40 代」68.5％が最も高く、次いで「30 代」23.1％、「50 代」7.1％とな

っている。 

配偶者の有無については、「配偶者がいる」82.3％、「配偶者はいない」17.7％となってい

る。 

 

問７ お子さんの子育て（教育を含む）を主に行っているのはどなたですか。お子さんからみた関

係でお答えください。 

子育てを主に行っている方については、「父

母ともに」60.9％が最も高く、次いで「主に母

親」37.8％、「主に父親」1.4％となってい

る。 

  

母親

87.2%

父親

12.8%

(n=368)

図表 2-3 続柄 図表 2-4 年齢 図表 2-5 配偶者の有無 

20代

1.1%

30代

23.1%

40代

68.5%

50代

7.1%

60代以上

0.3%

(n=368)

配偶者

がいる

82.3%

配偶者は

いない

17.7%

(n=368)

父母ともに

60.9%

主に母親

37.8%

主に父親

1.4%
(n=368)

図表 2-6 子育てを主に行っている方 



 

60 

 

３．子どもの育ちをめぐる環境について 

問８ お子さんは日中（およそ８：００～１７：００）どなたと過ごしていますか。お子さんからみた関

係でお答えください。（複数回答） 

日中の過ごし方については、「小学校の先生」89.9％が最も高く、次いで「母親」25.3％、

「父母ともに」17.4％となっている。 

 

 

問９ お子さんの子育て（教育を含む）に、大きく影響すると思われる環境についてお答えくださ

い。（複数回答） 

子育て（教育を含む）に、大きく影響すると思われる環境については、「家庭」94.0％が最

も高く、次いで「小学校」92.1％、「地域」34.2％となっている。 

  

89.9%

25.3%

17.4%

10.3%

2.2%

1.6%

1.1%

0.5%

8.2%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

小学校の先生

母親

父母ともに

祖父母

父親

認定こども園の先生

保育所の先生

幼稚園の先生

その他

無回答

(n=368)

図表 3-1 日中どなたと過ごしていますか 

94.0%

92.1%

34.2%

9.8%

8.4%

7.6%

6.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

家庭

小学校

地域

保育所

認定こども園

幼稚園

その他

無回答

(n=368)

図表 3-2 子育てに大きく影響すると思われる環境 
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問１０ 日頃、お子さんをみてもらえる親族・友人・知人はいますか。（複数回答） 

子どもをみてもらえる親族・友人・知人がいるかについては、「用事の際には祖父母等の親

族にみてもらえる」52.7％が最も高く、次いで「緊急時には祖父母等の親族にみてもらえ

る」37.2％、「日常的に祖父母等の親族にみてもらえる」30.4％となっている。 

 

 

 

問１０-１ 【問１０で「１.」～「３.」に○をつけた方にうかがいます。】 

祖父母等の親族にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

（複数回答） 

祖父母等の親族に子どもをみてもらう状況については、「特に問題なく、祖父母等の親族に

みてもらえる」77.4％が最も高く、次いで「自分たち親の立場として、負担をかけているこ

とが心苦しい」17.3％、「祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である」16.4％となって

いる。 

  

図表 3-3 お子さんをみてもらえる親族・友人・知人 

図表 3-4 お子さんをみてもらう状況（祖父母等） 

52.7%

37.2%

30.4%

10.6%

9.0%

2.7%

7.1%

1.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

１．用事の際には祖父母等の親族にみてもらえる

２．緊急時には祖父母等の親族にみてもらえる

３．日常的に祖父母等の親族にみてもらえる

４．緊急時には子どもをみてもらえる友人・知人がいる

５．用事の際には子どもをみてもらえる友人・知人がいる

６．日常的に子どもをみてもらえる友人・知人がいる

７．いずれもいない

無回答

(n=368)

77.4%

17.3%

16.4%

9.3%

2.5%

1.5%

2.2%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

特に問題なく、祖父母等の親族にみてもらえる

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

祖父母等の親族の身体的負担が大きく心配である

祖父母等の親族の時間的制約や精神的な負担が大きく心配で

ある

子どもの教育や発達にとってふさわしい環境であるか、少し

不安がある

その他

無回答

(n=323)
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問１０-２ 【問１０で「４.」～「６.」に○をつけた方にうかがいます。】 

友人・知人にお子さんをみてもらっている状況についてお答えください。 

（複数回答） 

友人・知人に子どもをみてもらう状況については、「特に問題なく、友人・知人にみてもら

える」66.1％が最も高く、次いで「自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦

しい」13.6％、「友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である」10.2％となっ

ている。 

 

 

問１１ お子さんの子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人はいますか。また、相談

できる場所はありますか。 

子育て（教育を含む）をする上で、気軽に相談できる人や場所については、「いる/ある」

92.7％、「いない/ない」6.3％となっている。 

  

66.1%

13.6%

10.2%

1.7%

0.0%

1.7%

11.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

特に問題なく、友人・知人にみてもらえる

自分たち親の立場として、負担をかけていることが心苦しい

友人・知人の時間的制約や精神的な負担が大きく心配である

子どもの教育や発育にとってふさわしい環境であるか、少し

不安がある

友人・知人の身体的負担が大きく心配である

その他

無回答

(n=59)

図表 3-5 お子さんをみてもらう状況（友人・知人） 

いる/ある

92.7%

いない/ない

6.3%

無回答

1.1%

(n=368)

図表 3-6 お子さんの子育てをする上での相談相手の有無 
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問１１-１ 【問１１で「１.いる／ある」に○をつけた方にうかがいます。】 

お子さんの子育て（教育を含む）に関して、気軽に相談できる相談先は、誰（どこ）です

か。（複数回答） 

子育てに関して、気軽に相談できる相談先については、「祖父母等の親族」79.8％が最も高

く、次いで「友人や知人」78.0％、「小学校」37.0％となっている。 

 

 

 

問１２ 子育て（教育を含む）をする上で、周囲（身近な人、行政担当者など）からどのようなサポー

トがあればよいとお考えでしょうか。ご自由にお書きください。 

回答内容をみると、気軽に預かってくれる施設や場所について（12 件）、交流の場や安全に

遊べる場の確保（６件）、経済的支援について（４件）、行政等のサポート体制について（26

件）、その他ご意見・ご要望（12 件）など 60 件の回答があった。（詳細はデータ編参照） 

  

79.8%

78.0%

37.0%

3.8%

3.8%

2.6%

2.3%

1.5%

0.9%

0.6%

0.3%

0.0%

0.0%

2.9%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

祖父母等の親族

友人や知人

小学校

近所の人

かかりつけの医師や看護師

子育て支援施設（地域子育て支援センター等）

認定こども園

保育所

市の子育て関連担当窓口

保健所・保健センター

民生委員・児童委員

幼稚園

小規模保育所

その他

無回答

(n=341)

図表 3-7 お子さんの子育てに関して、気軽に相談できる相談先 
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４．お子さんの保護者の就労状況について 

問１３ お子さんの保護者の現在の就労状況（自営業、家族従事者含む）についてうかがいます。 

（１） 母親 

母親の就労状況については、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではな

い」51.4％が最も高く、次いで「パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護

休業中ではない」39.7％、「以前は就労していたが、現在は就労していない」5.2％となって

いる。 

 

 

（２） 父親 

父親の就労状況については、「フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではな

い」77.7％が最も高く、次いで「以前は就労していたが、現在は就労していない」1.1％、

「フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である」0.8％となっている。 

 

  

51.4%

1.1%

39.7%

0.0%

5.2%

0.5%

2.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

1.フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

2.フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

3.パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

4.パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中である

5.以前は就労していたが、現在は就労していない

6.これまで就労したことがない

無回答

(n=368)

図表 4-1 お子さんの保護者の就労状況（母親） 

図表 4-2 お子さんの保護者の就労状況（父親） 

77.7%

0.8%

0.5%

0.0%

1.1%

0.0%

19.8%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

1.フルタイムで就労しており、産休・育休・介護休業中ではない

2.フルタイムで就労しているが、産休・育休・介護休業中である

3.パート・アルバイト等で就労しており、産休・育休・介護休業中ではな

い

4.パート・アルバイト等で就労しているが、産休・育休・介護休業中であ

る

5.以前は就労していたが、現在は就労していない

6.これまで就労したことがない

無回答

(n=368)
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問１３（１）-１ 【（１）で「１．」～「４．」（就労している）に○をつけた方にうかがいます。】 

１週当たりの「就労日数」、１日当たりの「就労時間（残業時間を含む）」をお答えくださ

い。 

（１）-１及び（１）-２  １週当たり日数及び１日当たり時間。家を出る時刻及び帰宅時刻 

【母親】 

就労状況をみると、週５日、１日８時間が最多となっている。また、家を出る時刻は９時

台、帰宅時刻は 18 時台が最も高くなっている。 

  

0.3%
6.0% 8.4%

64.2%

18.5%

2.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

2日 3日 4日 5日 6日 7日

(n=335)

図表 4-3 １週当たり日数 図表 4-4 １日当たり時間 

図表 4-5 家を出る時刻 図表 4-6 帰宅時刻 

0.9%
3.9%

5.7%

11.4%

17.4%

30.8%

25.4%

4.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

(n=334)

0.9% 0.6%

8.9%

36.1%
38.5%

11.0%

1.8% 2.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

(n=327)

0.3%
2.1%

4.3%5.5%
8.3%

15.9%

36.4%

19.0%

8.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

(n=327)

※無回答を除いて集計を行った 
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（２）-１及び（２）-２  １週当たり日数及び１日当たり時間。家を出る時刻及び帰宅時刻 

【父親】 

就労状況をみると、週５日、１日８時間が最多となっている。また、家を出る時刻は８時

台、帰宅時刻は 19 時台が最も高くなっている。 

  

図表 4-7 １週当たり日数 図表 4-8 １日当たり時間 

図表 4-9 家を出る時刻 図表 4-10 帰宅時刻 

0.3% 1.4% 0.7%

46.2%

39.5%

11.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

2日 3日 4日 5日 6日 7日

(n=286)

4.9%

51.9%

13.6% 14.6%

4.2%
10.8%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

(n=287)

1.4%
4.7%

29.0%

38.0%

21.1%

3.2% 2.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

(n=279)

4.6% 5.0%

23.9%

31.4%

16.8%

9.3% 8.9%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

(n=280)

※無回答を除いて集計を行った 
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問１４ 【問１３の（１）または（２）で「３.」「４.」（パート・アルバイト等で就労している）に○をつけた方

にうかがいます。】フルタイムへの転換希望はありますか。 

（１） 母親 

フルタイムへの転換希望については、「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」

57.5％が最も高く、次いで「フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない」

20.5％、「フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある」6.8％となっている。 

 

 

 

（２）父親 

フルタイムへの転換希望については、サンプル数が少ないことに留意する必要があるが、

「パート・アルバイト等の就労を続けることを希望」が 100％となっている。 

 

  

6.8%

20.5%

57.5%

5.5%

9.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

(n=146)

図表 4-11 フルタイムへの転換希望（母親） 

0.0%

0.0%

100.0%

0.0%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

フルタイムへの転換希望があり、実現できる見込みがある

フルタイムへの転換希望はあるが、実現できる見込みはない

パート・アルバイト等の就労を続けることを希望

パート・アルバイト等をやめて子育てや家事に専念したい

無回答

(n=2)

図表 4-12 フルタイムへの転換希望（父親） 
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問１５ 【問１３ の（１）または（２）で「５.以前は就労していたが、現在は就労していない」または「６.

これまで就労したことがない」に○をつけた方にうかがいます。】 

就労したいという希望はありますか。 

（１） 母親 

就労したいという希望がある方は、合わせて 52.4％を占めている。就労希望については

「パートタイム、アルバイト等」が 62.5％、就労日数では３日/週、４日/週、就労時間では

４時間/日、７時間/日がいずれも最も高くなっている。 

 

  

28.6%

14.3%

38.1%

19.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったころに

就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

(n=21)

図表 4-14 子どもが何歳に

なったら就労したいか 

図表 4-13 就労の希望（現在、就労していない方が対象） 

図表 4-15 就労希望 

図表 4-16 日数/週 図表 4-17 時間/日 

8歳

33.3%

13歳

66.7%

0

(n=3)

フルタ

イム

37.5%

パートタ

イム、ア

ルバイト

等

62.5%

(n=8)

3日

40.0%

4日

40.0%

5日

20.0%

(n=5)

3時間

20.0%

4時間

40.0%

7時間

40.0%

(n=5)

※図表 4-14～4-17 については、無回答を除いて集計を行った 
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（２）父親 

サンプル数が少ないことに留意する必要があるが、「すぐにでも、もしくは１年以内に就労

したい」50.0％が最も高く、次いで「子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）」

25.0％となっている。就労希望については「フルタイム」、「パートタイム、アルバイト等」

がいずれも 50.0％となっている。就労日数については回答が得られなかった。就労時間につ

いては８時間/日となっている。 

 

 

  

25.0%

0.0%

50.0%

25.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

子育てや家事などに専念したい（就労の予定はない）

１年より先、一番下の子どもが（ ）歳になったころ

に就労したい

すぐにでも、もしくは１年以内に就労したい

無回答

(n=4)

図表 4-18 就労の希望（現在、就労していない方が対象） 

フルタ

イム

50.0%

パートタ

イム、ア

ルバイト

等

50.0%

(n=2)

図表 4-19 就労希望 

※図表 4-19，4-20 については、無回答を除いて集計を行った 

8時間

100.0%

((n=1)

図表 4-20 時間/日 
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５．お子さんの放課後の過ごし方について 

問２４ お子さんは、放課後（平日の小学校終了後）の時間をどのような場所で過ごしていますか。

併せて、それぞれ週当たり日数をご記入ください。（複数回答） 

放課後の時間の過ごし方については、「自宅」70.7％が最も高く、次いで「習い事」

29.3％、「放課後児童クラブ」20.9％となっている。 

  

70.7%

29.3%

20.9%

19.0%

13.6%

2.7%

2.2%

0.0%

9.2%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0% 80.0%

自宅

習い事

放課後児童クラブ

スポーツ少年団

祖父母宅や友人・知人宅

放課後等デイサービス

その他

ファミリー・サポート・センター

無回答

(n=368)

図表 5-1 放課後の過ごし方 

図表 5-2 週当たり日数及び時間 

【自宅】 【習い事】 

【スポーツ少年団】 

【放課後児童クラブ】 

【放課後児童クラブ（時間）】 【祖父母や友人・知人宅】 

4.3%
12.3%

17.0%
11.9%

39.6%

6.8% 8.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

1日2日3日4日5日6日7日

(n=235)

32.6%

17.4%

8.7%
4.3%

28.3%

6.5%
2.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

1日2日3日4日5日6日7日

(n=46)

26.7%

32.4%
27.6%

10.5%

1.0% 1.9%
0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

1日 2日 3日 4日 5日 6日

(n=105)

8.8%

32.4%

50.0%

7.4%
1.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

1日 2日 3日 4日 6日

(n=68)

10.7%10.7%

18.7%

6.7%

41.3%

12.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

1日 2日 3日 4日 5日 6日

(n=75)

1.6%
3.1%

32.8%

57.8%

3.1%
1.6%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

(n=64)

※無回答を除いて集計を行った 
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問２４-１ 【問２４で「５．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけた方にうかがいます。】 

放課後児童クラブを利用している理由は何ですか。（複数回答） 

放課後児童クラブを利用している理由については、「両親が就労している」96.1％が最も高

く、次いで「保護者に病気や障害がある」、「その他」がいずれも 1.3％となっている。 

  

【放課後等デイサービス】 

20.0%20.0%

10.0%10.0%

20.0%20.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

1日 2日 3日 4日 5日 6日

(n=10)

12.5%

25.0%

62.5%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

16時 17時 18時

(n=8)

37.5%

50.0%

12.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

1日 2日 5日

(n=8)

【その他】 

【ファミリー・サポート・センター】：該当なし 

96.1%

1.3%

0.0%

0.0%

0.0%

1.3%

1.3%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

両親が就労している

保護者に病気や障害がある

妊娠中または出産して間がない

同居の親族を常時介護している

保護者が学生である

その他

無回答

(n=77)

図表 5-3 放課後児童クラブを利用している理由 

※無回答を除いて集計を行った 

【放課後等デイサービス（時間）】 
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問２４-２ 【問２４で「５．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけなかった方にうかがいます。】 

放課後児童クラブを利用していない理由は何ですか。 

放課後児童クラブを利用していない理由については、「就労しているが、放課後の短時間な

らば、子どもだけでも大丈夫だと思う」26.5％が最も高く、次いで「その他」13.7％、「就労

しているが、日常的にみてもらうことのできる人がいる」10.0％となっている。 

「その他」の主な内容としては、一人で留守番ができる（３件）、就労しているが帰宅に間

に合う（10 件）、子どもが行くことを嫌がる（５件）、自営業などで預ける必要がない（４

件）、近くに無いまたは入ることができなかった（５件）、その他のご意見（３件）などとな

っている。 

  

26.5%

10.0%

9.3%

6.2%

4.8%

1.7%

1.4%

1.0%

0.0%

13.7%

25.4%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

就労しているが、放課後の短時間ならば、

子どもだけでも大丈夫だと思う

就労しているが、日常的にみてもらうことのできる人がいる

就労しているが、子どもは放課後に習い事をしている

現在就労していない

就労しているが、利用料がかかる

就労しているが、開所時間が短い

就労しているが、他の施設に預けている

就労しているが、空きがなかった

就労しているが、知らなかった

その他

無回答

(n=291)

図表 5-4 放課後児童クラブを利用していない理由 
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問２５ お子さんが小学校高学年（４～６年生）になったら、放課後（平日の小学校終了後）の時間

をどのような場所で過ごさせたいと思いますか。（複数回答） 

小学校高学年になった際の放課後の過ごし方については、「自宅」72.6％が最も高く、次い

で「習い事」39.0％、「放課後児童クラブ」21.9％となっている。 

  

72.6%

39.0%

21.9%

19.9%

15.8%

5.5%

0.0%

2.7%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

自宅

習い事

放課後児童クラブ

スポーツ少年団

祖父母宅や友人・知人宅

放課後等デイサービス

ファミリー・サポート・センター

その他

無回答

(n=146)

図表 5-5 小学校高学年になった時の放課後の過ごし方 

図表 5-6 希望する週当たり日数及び時間 

【自宅】 【習い事】 【放課後児童クラブ】 

【祖父母や友人・知人宅】 【放課後児童クラブ（時間）】 

4.4%
14.3%

17.6%

8.8%

41.8%

5.5%
7.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

1日2日3日4日5日6日7日

(n=91)

5.0%

25.0%

20.0%

10.0%

30.0%

10.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

1日 2日 3日 4日 5日 6日

(n=20)

23.1%

34.6%
30.8%

5.8%
3.8% 1.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

1日 2日 3日 4日 5日 6日

(n=52)

3.4%
6.9%

20.7%

3.4%

48.3%

17.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

1日 2日 3日 4日 5日 6日

(n=29)

4.5%

27.3%

59.1%

9.1%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

16時 17時 18時 19時

(n=22)

※無回答を除いて集計を行った 

【スポーツ少年団】 

7.4%

37.0%

51.9%

3.7%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

1日 2日 3日 4日

(n=27)
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問２５-１ 【問２５で「５．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけた方にうかがいます。】 

放課後児童クラブの利用を希望する理由は何ですか。 

放課後児童クラブの利用を希望する理由については、「両親が就労している」90.6％が最も

高く、次いで「その他」3.1％となっている。 

  

【放課後等デイサービス】 【その他】 

【ファミリー・サポート・センター】：該当なし 

 

50.0%

25.0%

12.5% 12.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

2日 3日 4日 5日

(n=8)

16.7%

33.3%

50.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

16時 17時 18時

(n=6)

25.0% 25.0% 25.0% 25.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

1日 2日 3日 5日

(n=4)

【放課後等デイサービス（日数）】 

※無回答を除いて集計を行った 

両親が就労して

いる

90.6%

その他

3.1%

無回答

6.3%
(n=32)

図表 5-7 放課後児童クラブの利用

を希望する理由 
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問２６ 【問２４または問２５で「５．放課後児童クラブ（学童保育）」に○をつけた方にうかがいま

す。】お子さんについて、土曜日と日曜日・祝日に、放課後児童クラブの利用希望はありま

すか。（当てはまるものすべてに○） 

（１） 土曜日 

土曜日の放課後児童クラブの利用意向としては「利用しない」37.5％が最も高く、次いで

「高学年（４～６年生）になっても利用したい」31.3％、「低学年（１～３年生）の間だけ利

用したい」12.5％となっている。利用したい時間帯は８時台から 18 時台が最多となってい

る。 

 

 

 

 

 

  

図表 5-8 「放課後児童クラブ」の利用希望【土曜日】 

37.5%

31.3%

12.5%

20.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

利用しない

高学年（４～６年生）になっても利用したい

低学年（１～３年生）の間だけ利用したい

無回答

(n=80)

3.1%

25.0%

65.6%

3.1% 3.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

16時 17時 18時 19時 20時

(n=32)

6.3%

65.6%

28.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

7時 8時 9時

(n=32)

図表 5-9 利用したい時間帯【土曜日】 

～ 

※無回答を除いて集計を行った 
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（２）日曜日・祝日 

日曜日・祝日の放課後児童クラブの利用意向としては「利用しない」63.8%が最も高く、次

いで「高学年（４～６年生）になっても利用したい」10.0％となっている。利用したい時間

帯は８時台から 18 時台が最多となっている。 

 

 

 

 

  

63.8%

10.0%

0.0%

26.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

利用しない

高学年（４～６年生）になっても利用したい

低学年（１～３年生）の間だけ利用したい

無回答

(n=80)

図表 5-10 「放課後児童クラブ」の利用希望【日曜日・祝日】 

図表 5-11 利用したい時間帯【日曜日・祝日】 

14.3%

57.1%

28.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

7時 8時 9時

(n=7)

71.4%

14.3% 14.3%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

80.0%

18時 19時 20時

(n=7)

～ 

※無回答を除いて集計を行った 
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問２６-１ 【問２６（１）もしくは（２）で「３．利用しない」に○をつけた方にうかがいます。】 

理由は何ですか。（複数回答） 

放課後児童クラブを土曜日、日曜日・祝日に利用しない理由については、「利用する必要が

ない」73.6％が最も高く、次いで「その他」9.4％、「利用したいが、経済的理由で利用でき

ない」3.8％となっている。 

 

問２７ お子さんについて、夏休み・冬休みなど長期休暇期間中に、放課後児童クラブの利用希望

はありますか。 

長期期間中の放課後児童クラブの利用意向に

ついては、「低学年（１～３年生）の間は利用し

たい」54.1％が最も高く、次いで「高学年（４

～６年生）の間も（または、高学年になって

も）利用したい」16.8％、「利用する必要はな

い」12.8％となっている。 

利用したい時間については、「低学年の間の

利用」、「高学年になっても利用」ともに８時

から 18 時が最多となっている。 

  

73.6%

3.8%

1.9%

0.0%

9.4%

17.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

利用する必要がない

利用したいが、経済的理由で利用できない

利用したいが、延長・夜間等の時間帯の条件が合わない

利用したいが、近くに放課後児童クラブがない

その他

無回答

(n=53)

図表 5-12 「放課後児童クラブ」を土曜日、日曜日・祝日に利用しない理由 

図表 5-13 放課後児童クラブの利用 

希望の有無（長期休暇中） 

低学年

（１～３

年生）の

間は利用

したい

54.1%
高学年（４～６年生）の

間も（または，高学年に

なっても）

利用したい

16.8%

利用する必要

はない

12.8%

無回答

16.3%

(n=368)
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7.3%

48.8%
43.9%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

7時 8時 9時

(n=41)

2.4%
4.9%

9.8%

36.6%

43.9%

2.4%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

12時 15時 16時 17時 18時 19時

(n=41)

図表 5-14 利用したい時間帯【低学年】 

図表 5-15 利用したい時間帯【高学年】 

～ 

※無回答を除いて集計を行った 

11.7%

63.3%

21.7%

1.7% 1.7%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

7時 8時 9時 10時 16時

(n=60)

1.6% 3.3%

29.5%

59.0%

4.9%
1.6%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

15時 16時 17時 18時 19時 20時

(n=61)

～ 

※無回答を除いて集計を行った 
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６．お子さんの病気の際の対応について 

問２８ この１年間に、お子さんが病気やケガで幼稚園・保育園・小学校等に登園・登校等ができな

かったことはありますか。 

病気やケガで登園・登校等ができなかったことがあ

るかについては、「あった」82.1％、「なかった」

16.6％となっている。 

 

 

 

 

 

 

問２８-１ 【問２８で「１．あった」に○をつけた方にうかがいます。】 

この１年間に行った対処方法として当てはまる記号すべてに○をつけ、それぞれの日数

も（ ）内に数字でご記入ください。（複数回答） 

この１年間に行った対処方法については、「母親が休んだ」88.1％が最も高く、次いで「父

親が休んだ」21.2％、「（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった」15.6％となっ

ている。 

 

あった

82.1%

なかった

16.6%

無回答

1.4%
(n=368)

図表 6-1 病気等で登校が

できなかったことの有無 

図表 6-2 この１年間に行った対処法 

88.1%

21.2%

15.6%

9.9%

6.0%

1.0%

0.3%

1.3%

0.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

ア.母親が休んだ

イ.父親が休んだ

ウ.（同居者を含む）親族・知人に子どもをみてもらった

エ.仕方なく子どもだけで留守番をさせた

オ.就労していない保護者が子どもをみた

カ.病児・病後児保育を利用した

キ.ベビーシッターを利用した

ク.その他

無回答

(n=302)
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図表 6-3 ア.「父親が休んだ」日数/年 図表 6-4 イ.「母親が休んだ」日数/年 

図表 6-5 ウ.「就労していない保

護者が子どもをみた」日数/年 

図表 6-6 エ.「親族・知人に子ど

もをみてもらった」日数/年 

29.3%

17.1% 17.1%

2.4%

17.1%

2.4%2.4%

12.2%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

(n=41)

オ.【「病児・病後児保育を利用した」(n=1)】：１日(100.0％) 

カ.【「ベビーシッターを利用した」（n=1）】：日数の回答なし 

ク.【「その他」(n=2)】:２日（50.0％）、７日（50.0％） 

 

図表 6-7 「仕方なく子どもだけで

留守番をさせた」日数/年 

20.0%

31.7%

21.7%

3.3%

13.3%

3.3%
6.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

(n=60)

10.5%

16.0%
16.9%

5.9%

17.3%

2.5%

8.0%

0.8%
0.4%

13.1%

5.1%
3.4%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

(n=237)

13.3%13.3%

20.0%

13.3%13.3%

26.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

(n=15)

図表 6-7 キ.「仕方なく子どもだ

けで留守番をさせた」日数/年 

39.3%

17.9%
14.3%

17.9%

3.6%
7.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

(n=28)

※無回答を除いて集計を行った 
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問２８-２ 【問２８-１で「ア．」「イ．」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。】 

その際、「できれば病児・病後児保育を利用したい」と思われましたか。 

病児・病後児保育の利用意向については、「できれば病児・病後児保育施設等を利用した

い」10.7％、「利用したいとは思わない」87.1％となっている。利用日数については、「３

日」29.2％が最も高くなっている。 

問２８-３ 【問２８-２で「１.できれば病児・病後児保育施設等を利用したい」に○をつけた方にうか

がいます。】上記の目的で子どもを預ける場合、いずれの事業形態が望ましいと思われ

ますか。（複数回答） 

病児・病後児保育施設を利用する際、望ましいと思われる事業形態については、「小児科に

併設した施設で子どもを保育する事業」86.2％が最も高く、次いで「地域住民等が子育て家

庭等の身近な場所で保育する事業」24.1％、「幼稚園・保育所等に併設した施設で子どもを保

育する事業」20.7％となっている。 

  

できれば

病児・病

後児保育

施設等を

利用した

い

10.7%

利用した

いとは思

わない

87.1%

無回答

2.2%
(n=271)

図表 6-9 病児・病後児保育の利用意向 図表 6-10 病児・病後児保育の利用日数 

4.2%

25.0%

29.2%

20.8%

8.3% 8.3%

4.2%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

1日 2日 3日 5日 7日 10日 14日

(n=24)

図表 6-11 病児・病後児保育施設等の事業形態 

※無回答を除いて集計を行った 

86.2%

24.1%

20.7%

0.0%

3.4%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

小児科に併設した施設で子どもを保育する事業

地域住民等が子育て家庭等の身近な場所で保育する事業

幼稚園・保育所等に併設した施設で子どもを保育する事業

その他

無回答

(n=29)
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問２８-４ 【問２８-２で「２．利用したいとは思わない」に○をつけた方にうかがいます。】 

そう思われる理由は何ですか。（複数回答） 

病児・病後児保育施設を利用したいと思わない理由については、「親が仕事を休んで対応」

68.2％が最も高く、次いで「病児・病後児を他人にみてもらうのは不安」33.9％、「利用料が

かかる」20.8％となっている。 

 

問２８-５ 【問２８-１で「ウ.」～「ク.」のいずれかに○をつけた方にうかがいます。】 

その際、「できれば父母のいずれかが仕事を休んで子どもを看たい」と思われました

か。当てはまるもの１つに○をつけ、「ウ.」～「ク.」の日数のうち仕事を休んで看たかっ

た日数についても（ ）内に数字で記入してください。 

父母のいずれかが仕事を休んで子どもを看たいと思ったかについては、「できれば仕事を休

んで看たい」49.0％が最も高く、次いで「休んで看ることは非常に難しい」19.8％となって

いる。また、仕事を休んで看たかった日数については、「５日」が最も高くなっている。 

  

図表 6-12 「利用したいと思わない」理由 

68.2%

33.9%

20.8%

10.6%

5.9%

3.8%

11.0%

1.7%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0%

親が仕事を休んで対応

病児・病後児を他人にみてもらうのは不安

利用料がかかる

地域の事業の利便性（立地や利用可能時間など）がよくない

利用料がわからない

地域の事業の質に不安がある

その他

無回答

(n=236)

できれば

仕事を休

んで看た

い

49.0%

休んで看

ることは

非常に難

しい

19.8%

無回答

31.3%

(n=96)

図表 6-13 「仕事を休んで看たい」の意向 図表 6-14 「仕事を休んで看たい」日数 

22.5%
20.0%

15.0%

2.5%

27.5%

2.5%
5.0% 5.0%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

(n=40)

※無回答を除いて集計を行った 
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問２８-６ 【問２８-５で「２．休んで看ることは非常に難しい」に○をつけた方にうかがいます。】 

そう思われる理由は何ですか。（複数回答） 

休んで看ることは非常に難しいと思う理由については、「その他」26.3％が最も高く、次い

で「子どもの看護を理由に休みがとれない」、「休暇日数が足りないので休めない」がいずれ

も 21.1％、「自営業なので休めない」15.8％となっている。 

「その他」の主な理由としては、仕事が忙しい、職場の人手不足などがあげられた。 

  

21.1%

21.1%

15.8%

26.3%

21.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

子どもの看護を理由に休みがとれない

休暇日数が足りないので休めない

自営業なので休めない

その他

無回答

(n=19)

図表 6-15 「休んで看ることは非常に難しい」方の理由 
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７．お子さんの不定期の教育・保育事業や宿泊を伴う一時預かり等の利用について 

問２９ お子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で不定期に利用している事業

はありますか。ある場合は、当てはまるものすべてに○をつけ、１年間の利用日数（おおよ

そ）も（ ）内に数字でご記入ください。 

私用、親の通院、不定期の就労等の目的で利用している事業については、「利用していな

い」94.3％が最も高くなっている。 

問２９-１ 【問２９で「7．利用していない」に○をつけた方にうかがいます。】 

現在利用していない理由は何ですか。（複数回答） 

現在利用していない理由については、「特に利用する必要がない」86.7％が最も高く、次い

で「事業の利用方法（手続き等）がわからない」10.4％、「自分が事業の対象者になるのかど

うかわからない」9.2％となっている。 

  

図表 7-1 不定期に利用している事業及び利用の有無 図表 7-2 不定期に利用している 

事業の利用日数 

【一時預かり】：回答者なし 

【幼稚園の預かり保育】：回答者なし 

【ファミリー・サポート・センター】：利用者なし 

【子育て短期支援事業】：利用者なし 

【ベビーシッター】：利用者なし 

【その他(n=1)】：５日（100.0％） 

図表 7-3 現在、事業を「利用していない」理由 

0.3%

0.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.3%

94.3%

4.9%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

一時預かり

幼稚園の預かり保育

ファミリー・サポート・センター

子育て短期支援事業

ベビーシッター

その他

利用していない

無回答

(n=368)

86.7%

10.4%

9.2%

8.4%

6.9%

4.9%

4.6%

2.6%

2.3%

0.0%

0.0% 20.0% 40.0% 60.0% 80.0% 100.0%

特に利用する必要がない

事業の利用方法（手続き等）がわからない

自分が事業の対象者になるのかどうかわからない

利用料がかかる・高い

利用したい事業が地域にない

利用料がわからない

地域の事業の利便性

地域の事業の質に不安がある

その他

無回答

(n=347)
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問３０ お子さんについて、私用、親の通院、不定期の就労等の目的で、年間何日くらい問２９のよ

うな事業を利用する必要があると思いますか。当てはまるものに○をつけ、「１．利用した

い」に○をつけた方は、必要な日数を（ ）内に数字でお答えください。 

不定期に教育・保育事業の利用意向があるかについて

は、「利用したい」8.7％、「利用する必要はない」

79.9％となっている。 

利用理由としては、「冠婚葬祭、学校行事、子ども

（兄弟姉妹を含む）や親の通院等」56.3％が最も高

く、次いで「私用（買物、子ども（兄弟姉妹を含む）

や親の習い事等）、リフレッシュ目的」50.0％、「不定

期の就労」25.0％となっている。利用日数の合計につ

いては、全体の 48.1％が「10 日」と回答している。

（図表 7-6） 

  

利用したい

8.7%

利用する必

要はない

79.9%

無回答

11.4%

(n=368)

図表 7-4 事業の利用意向 

図表 7-5 事業の利用理由の内訳 

図表 7-6 事業を「利用したい」場合の必要な利用日数 

【合計日数】 

7.4%

14.8%

3.7%
7.4%

11.1%
7.4%

48.1%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

1日 3日 4日 5日 7日 8日 10日

(n=27)

7.7% 7.7% 7.7% 7.7% 7.7%

61.5%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

70.0%

1日 3日 4日 5日 7日 10日

(n=13)

56.3%

50.0%

25.0%

6.3%

6.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院等

私用、リフレッシュ目的

不定期の就労

その他

無回答

(n=32)

【私用・リフレッシュ】 

※無回答を除いて集計を行った 
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問３０-１ 【問３０で「１.利用したい」に○をつけた方にうかがいます。】 

問３０の目的でお子さんを預ける場合、いずれの事業形態が望ましいと思われますか。

（当てはまるものすべてに○） 

お子さんを預ける場合、望ましいと思われる事業形態については、「一時預かり」53.1％が

最も高く、次いで「ファミリー・サポート・センター」40.6％、「子育て短期支援事業」

34.4％となっている。 

  

【冠婚葬祭、学校行事、子どもや親の通院】 【不定期の就労】 

12.5%

6.3%

25.0%

12.5%

6.3%

37.5%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

1日 2日 3日 5日 7日 10日

(n=16)

28.6%

14.3% 14.3%

42.9%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

45.0%

2日 3日 5日 10日

(n=7)

【「その他」(n=2)】:２日（50.0％）、10 日（50.0％） 

 
※無回答を除いて集計を行った 

53.1%

40.6%

34.4%

12.5%

6.3%

0.0%

12.5%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

一時預かり

ファミリー・サポート・センター

子育て短期支援事業

幼稚園の預かり保育

ベビーシッター

その他

無回答

(n=32)

図表 7-7 子どもを預ける際、望ましい事業形態 
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問３１ お子さんについて、保護者の用事（冠婚葬祭、保護者・家族（兄弟姉妹含む）の育児疲れや

育児不安、病気など）により、泊りがけで年間何日くらい家族以外に預ける必要があると思

いますか。利用希望の有無について当てはまる番号・記号すべてに○をつけ、必要な泊数

をご記入ください。 

利用意向については、「利用したい」6.8％、「利

用する必要はない」88.9％となっている。 

利用理由としては、「保護者や家族の育児疲

れ・不安」68.0％が最も高く、次いで「保護者

や家族の病気」64.0％、「冠婚葬祭」48.0％と

なっている。利用日数の合計については、「10

日」が 33.3％を占めている。（図表 7-10） 

  

利用したい

6.8%

利用する必要

はない

88.9%

無回答

4.3%
(n(n=368)

図表 7-8 泊りがけで家族以外

に預ける必要の有無 

図表 7-9 事業の利用理由 

68.0%

64.0%

48.0%

8.0%

4.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

保護者や家族の育児疲れ・不安

保護者や家族の病気

冠婚葬祭

その他

無回答

(n=25)

図表 7-10 必要日数 

4.8%

9.5%

19.0%

4.8%4.8%4.8%

14.3%

4.8%

33.3%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

1日 2日 3日 4日 5日 6日 7日 9日 10日

(n=21)

【合計日数】 【冠婚葬祭】 

36.4%

18.2% 18.2%

9.1%

18.2%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

1日 2日 3日 5日 10日

(n=11)

※無回答を除いて集計を行った 
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13.3% 13.3%

26.7%

13.3%

6.7%

26.7%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

1日 2日 3日 5日 7日 10日

(n=15)

【保護者や家族の育児疲れ・不安】 

21.4%

14.3%

28.6%

7.1% 7.1%

21.4%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

2日 3日 5日 6日 7日 10日

(n=14)

【保護者や家族の病気】 

【その他】：回答なし 

※無回答を除いて集計を行った 
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８．地域の子育て支援事業の利用状況について 

問３２ お子さんは、現在、地域子育て支援センター（別紙「施設・サービス一覧」参照）を利用して

いますか。利用している場合は、おおよその利用回数（頻度）を（ ）内に数字でお答えくだ

さい。 

地域子育て支援センターの利用状況については、

「利用している」3.0％、「利用していない」95.4％と

なっている。利用している頻度については、１週

当たりでは２回と３回、1 か月当たりでは１回が最

多となっている。 

  

利用して

いる

3.0%

利用して

いない

95.4%

無回答

1.6%
(n(n=368)

図表 8-1 地域子育て支援センター

の利用状況 

図表 8-2 「利用している」頻度 

40.0% 40.0%

20.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

2回 3回 5回

(n=5)

【１週当たり回数】 

50.0%

25.0% 25.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

1回 15回 20回

(n=4)

【１か月当たり回数】 

※無回答を除いて集計を行った 
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問３３ 問３２のような地域子育て支援センターについて、現在は利用していないが、できれば今

後利用したい、あるいは利用日数を増やしたいと思いますか。 

また、おおよその利用回数（頻度）を（ ）内に数字でお答えください。 

地域子育て支援センターの今後の利用希望に

ついては、「新たに利用したり、利用日数を増や

したりしたいとは思わない」83.7％が最も高

く、次いで「利用していないが、今後利用した

い」5.4％、「すでに利用しているが、今後利用

日数を増やしたい」0.5％となっている。現在利

用していない方の利用したい日数は週当たり

「１日」、月当たり「１回」が最多となってい

る。 

  

利用していないが、今後

利用したい

5.4% すでに利用し

ているが、今

後利用日数を

増やしたい

0.5%

新たに利用したり、利

用日数を増やしたりし

たいとは思わない

83.7%

無回答

10.3%

(n=368)

図表 8-3 利用意向 

図表 8-4 「利用していない」方の利用意向（回数） 

50.0%

30.0%

10.0% 10.0%

0.0%

10.0%

20.0%

30.0%

40.0%

50.0%

60.0%

1日 2日 3日 5日

(n=10)

【１週当たり回数】 【１か月当たり回数】 

35.7%

14.3%14.3%

7.1% 7.1% 7.1% 7.1% 7.1%

0.0%

5.0%

10.0%

15.0%

20.0%

25.0%

30.0%

35.0%

40.0%

1回 2回 4回 5回 6回 12回 15回 20回

(n=14)

図表 8-5 「利用している」方の利用意向（回数） 

【１週当たり回数(n=1)】：４日(100.0％) 

【１か月当たり回数】：回答なし 

※無回答を除いて集計を行った 
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問３４ 下記の①～⑰のサービスで知っているものや、これまでに利用したことがあるものがあり

ますか。また今後、利用したいと思いますか。（サービスごとに、Ａ～Ｃのそれぞれについ

て、１つに○） 

市で実施している 16 事業の中で、「認知度」、「利用状況」、「利用意向」の上位５事業は下

記のとおり。 

【認知度】 

認知度については、「病児保育事業」82.1％が最も高く、次いで「放課後児童クラブ（学童

保育）」76.1％、「延長保育事業」71.5％となっている。一方、最も認知度が低いのは「子育

て短期支援事業（ショートステイ事業、トワイライトステイ事業）」の 20.9％となっている。 

【利用状況】 

利用状況については、「放課後児童クラブ（学童保育）」51.1％が最も高く、次いで「延長

保育事業」38.9％、「指宿保健センター・山川文化ホール・なのはな館の施設・遊具開放」

22.3％となっている。一方、利用状況が最も低いのは「子育て短期支援事業（ショートステ

イ事業、トワイライトステイ事業）」0.8％となっている。 

【利用意向】 

利用意向については、「放課後児童クラブ（学童保育）」14.7％が最も高く、次いで「指宿

保健センター・山川文化ホール・なのはな館の施設・遊具開放」9.5％、「家庭児童相談」

7.1％となっている。一方、利用意向が最も低いのは「こんにちは赤ちゃん事業」の 0.8％と

なっている。 

  

【利用状況】

順位 事業名 割合

1 放課後児童クラブ（学童保育） 51.1%

2 延長保育事業 38.9%

3
指宿保健センター・山川文化ホール・なのはな館の施
設・遊具開放

22.3%

4 子育て支援センター 21.7%

5 保健センターの育児相談 18.8%

図表 8-6 事業の認知度、利用状況、利用意向の上位５事業 

【認知度】

順位 事業名 割合

1 病児保育事業 82.1%

2 放課後児童クラブ（学童保育） 76.1%

3 延長保育事業 71.5%

4 保健センターの育児相談 70.7%

5 子育て支援センター 67.7%

【利用意向】

順位 事業名 割合

1 放課後児童クラブ（学童保育） 14.7%

2
指宿保健センター・山川文化ホール・なのはな館の施
設・遊具開放

9.5%

3 家庭児童相談 7.1%

4 病児保育事業 5.7%

5 延長保育事業 4.6%
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図表 8-7 事業別の認知度、利用状況、利用意向 

71.5%

76.1%

20.9%

67.7%

49.2%

82.1%

38.3%

55.2%

22.3%

28.5%

26.9%

24.5%

54.6%

47.0%

70.7%

46.7%

38.9%

51.1%

0.8%

21.7%

6.8%

3.5%

1.1%

1.6%

4.9%

6.0%

1.6%

3.0%

22.3%

7.6%

18.8%

1.6%

4.6%

14.7%

2.7%

3.3%

3.5%

5.7%

3.0%

1.6%

0.8%

3.0%

3.0%

2.7%

9.5%

2.4%

4.1%

7.1%

0% 20% 40% 60% 80% 100%

①延長保育事業

②放課後児童クラブ（学童保育）

③子育て短期支援事業（ショートステイ事業、トワ

イライトステイ事業）

④子育て支援センター

⑤一時預かり事業

⑥病児保育事業

⑦ファミリー・サポート・センター事業

⑧休日保育

⑨こんにちは赤ちゃん事業

⑩子育て学びの広場

⑪子育てサポーター養成講座

⑫ブックスタート

⑬指宿保健センター・山川文化ホール・なのはな館

の施設・遊具開放

⑭子育てママ・パパの運動教室

⑮保健センターの育児相談

⑯家庭児童相談

知っている これまでに利用したことがある 今後利用したい

(n=368)
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９．育児休業や短時間勤務制度など職場の両立支援制度について 

問３５ 末子のお子さんが生まれた時、父母のいずれか、もしくは双方が育児休業を取得しました

か。（母親、父親ごとに１つに○） 

（１） 母親 

育児休業の取得状況については、「働いていなかった」42.4％が最も高く、次いで「取得し

た（取得中である）」29.9％、「取得していない」24.2％となっている。取得期間について

は、６ヶ月～12 ヶ月が６割を占め、１年を超える取得は 12.5％にとどまっている。また、取

得していない理由については、「仕事が忙しかった」24.7％が最も高く、次いで「職場に育児

休業の制度がなかった」18.0％、「職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった」16.9％とな

っている。 

  

図表 9-1 育児休業取得の有無 図表 9-2 育児休業の取得期間（月） 

働いてい

なかった

42.4%

取得した

（取得中

である）

29.9%

取得して

いない

24.2%

無回答

3.5%

(n=368)

6.8%
17.0%

63.6%

10.2%
2.3%

0.0%
10.0%
20.0%
30.0%
40.0%
50.0%
60.0%
70.0%

(n=88)

図表 9-3 取得していない理由 

24.7%

18.0%

16.9%

15.7%

14.6%

12.4%

10.1%

7.9%

5.6%

2.2%

2.2%

1.1%

0.0%

0.0%

21.3%

9.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0%

仕事が忙しかった

職場に育児休業の制度がなかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

保育所（園）などに預けることができた

子育てや家事に専念するため退職した

収入減となり、経済的に苦しくなる

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

仕事に戻るのが難しそうだった

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得

できることを知らず、退職した

育児休業を取得できることを知らなかった

昇給・昇格などが遅れそうだった

配偶者が育児休業制度を利用した

その他

無回答

(n=89)

※無回答を除いて集計を行った 
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（２） 父親 

育児休業の取得状況については、「取得していない」84.0％が最も高く、次いで「取得した

（取得中である）」1.1％、「働いていなかった」0.5％となっている。取得期間については、

サンプル数が少ないことに留意する必要があるが、１ヶ月が７割を占めている。また、取得

していない理由としては、「仕事が忙しかった」34.6％が最も高く、次いで「職場に育児休業

を取りにくい雰囲気があった」22.0％、「配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるな

ど、制度を利用する必要がなかった」21.7％となっている。 

  

働いていな

かった

0.5%

取得した

（取得中

である）

1.1%

取得して

いない

84.0%

無回答

14.4%

(n=368)

図表 9-4 育児休業取得の有無 図表 9-5 育児休業の取得期間（月） 

図表 9-6 取得していない理由 

75.0%

25.0%

0.0%

20.0%

40.0%

60.0%

80.0%

1ヶ月 12ヶ月

(n=4)

34.6%

22.0%

21.7%

15.9%

15.2%

8.7%

4.5%

3.2%

2.6%

1.9%

0.6%

0.6%

0.0%

0.0%

12.6%

13.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

仕事が忙しかった

職場に育児休業を取りにくい雰囲気があった

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

制度を利用する必要がなかった

収入減となり、経済的に苦しくなる

配偶者が育児休業制度を利用した

職場に育児休業の制度がなかった

保育所（園）などに預けることができた

育児休業を取得できることを知らなかった

仕事に戻るのが難しそうだった

子育てや家事に専念するため退職した

（産休後に）仕事に早く復帰したかった

昇給・昇格などが遅れそうだった

有期雇用のため育児休業の取得要件を満たさなかった

産前産後の休暇（産前６週間、産後８週間）を取得

できることを知らず、退職した

その他

無回答

(n=309)

※無回答を除いて集計を行った 
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問３５-１ 【問３５で母親または父親が「２．取得した（取得中である）」に○をつけた方にうかがい

ます。】 

      育児休業取得後、職場に復帰しましたか。 

母親については、「育児休業取得後、職場に復帰した」92.7％が最も高く、次いで「育児休

業中に離職した」3.6％となっている。父親については、サンプル数が少ないことに留意する

必要があるが、「育児休業取得後、職場に復帰した」が 100％となっている。 

３５-２ 【問３５-１で「１.育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうかがいます。】 

育児休業から職場に復帰したのは、年度初めの保育所入所に合わせたタイミングでした

か。あるいはそれ以外でしたか。 

母親については「年度初めの入所に合わせたタイミングだった」34.3％、「それ以外だっ

た」62.7％となっている。父親については、サンプル数が少ないことに留意する必要がある

が、「それ以外だった」が 100％となっている。 

 

図表 9-7 育児休業後の状況 

育児休業

取得後、

職場に復

帰した

92.7%

育児休業

中に離職

した

3.6%

無回答

3.6%

(n=110)

育児休業

取得後、

職場に復

帰した

100.0%

(n=4)

【父親】 【母親】 

年度初め

の入所に

合わせた

タイミン

グだった

34.3%

それ以外

だった

62.7%

無回答

2.9%(n=102)

図表 9-8 育児休業後の状況 

【父親】 

それ以外

だった

100.0%

(n(n=4)

【母親】 
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問３５-３ 【問３５-１で「１.育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうかがいます。】 

育児休業からは、「実際」にお子さんが何歳何か月のときに職場復帰しましたか。また、

お勤め先の育児休業の制度の期間内で、何歳何か月のときまで取りたかったですか。

（ ）内にご記入ください。 

（１） 母親 

育児休業から「実際」に子どもが何歳何か月のときに職場復帰したかについては、平均し

て「実際」が 9.5 か月、「希望」が 16.7 か月となっている。 

（２） 父親 

平均して、「実際」が 12.5 か月、「希望」が 24.0 か月となっている。（n=2） 

 

問３５-４ 【問３５-１で「１.育児休業取得後、職場に復帰した」に○をつけた方にうかがいます。】 

お勤め先に、育児のために３歳まで休暇を取得できる制度があった場合、「希望」として

はお子さんが何歳何か月のときまで取りたかったですか。（ ）内にご記入ください。 

（１） 母親 

育児休業の取得期間の「希望」については、平均で 24.3 か月（月別には 36 か月が最多）

となった。 

（２） 父親 

「希望」は平均して、28.0 か月（月別には 36 か月が最多）となっている。(n=3) 

３５-５ 【問３５-３で実際の復帰と希望が異なる方にうかがいます。】 

希望の時期に職場復帰しなかった理由は何ですか。 

（１） 「希望」より早く復帰した方(複数回答) 

希望の時期に復帰しなかった理由について、母親は「経済的な理由で早く復帰する必要が

あった」31.7％が最も高く、次いで「希望する保育所に入るため」28.6％となっている。父

親はサンプル数が少ないことに留意する必要があるが、「希望する保育所に入るため」、「経済

的な理由で早く復帰する必要があった」、「人事異動や業務の節目の時期に合わせるため」が

いずれも 50.0％となっている。 

  

図表 9-9 職場復帰の状況（希望と実際との差：母親） 

【母親】 

【父親】 

31.7%

28.6%

15.9%

3.2%

25.4%

19.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

経済的な理由で早く復帰する必要があった

希望する保育所に入るため

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

配偶者や家族の希望があったため

その他

無回答

(n=63)
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（２） 「希望」より遅く復帰した方（複数回答） 

希望の時期に復帰しなかった理由について、母親についてはサンプル数が少ないことに留

意する必要があるが、「希望する保育所に入れなかったため」33.3％が最も高くなっている。

父親は該当者がいなかった。 

問３５-６ 育児休業からの職場復帰には、短時間勤務制度を利用しましたか。 

短時間勤務制度利用の有無について、母親は「利用する必要がなかった」36.3％が最も高

く、次いで「利用した」30.4％、「利用したかったが、利用しなかった」28.4％となってい

る。父親は、サンプル数が少ないことに留意する必要があるが「利用する必要がなかった」

が 100％となっている。 

 

  

図表 9-10 職場復帰の状況（希望と実際との差：父親） 

33.3%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0%

66.7%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

希望する保育所に入れなかったため

自分や子どもなどの体調が思わしくなかったため

配偶者や家族の希望があったため

職場の受け入れ態勢が整っていなかったため

子どもをみてくれる人がいなかったため

その他

無回答

(n=3)

図表 9-12 短時間勤務制度利用の有無 

【母親】 【父親】 

利用する

必要がな

かった

36.3%

利用した

30.4%

利用した

かった

が、利用

しなかっ

た

28.4%

無回答

4.9%

(n=102)

利用する

必要がな

かった

100.0%

(n(n=4)

50.0%

50.0%

50.0%

0.0%

0.0%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

希望する保育所に入るため

経済的な理由で早く復帰する必要があった

人事異動や業務の節目の時期に合わせるため

配偶者や家族の希望があったため

その他

無回答

(n=2)

図表 9-11 希望の時期に復帰しなかった理由（母親） 
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問３５-７ 【問３５-６で「３．利用したかったが、利用しなかった（利用できなかった）」に○をつけた

方にうかがいます。】短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由は何で

すか。（複数回答） 

（１） 母親 

短時間勤務制度を利用しなかった（利用できなかった）理由については、「職場に短時間勤

務制度を取りにくい雰囲気があった」58.6％が最も高く、次いで「短時間勤務にすると給与

が減額される」51.7％、「仕事が忙しかった」48.3％となっている。 

（２） 父親 

該当者なし。 

 

 

問３５-８ 【問３５-１で「２．現在も育児休業中である」に○をつけた方にうかがいます。】 

お子さんが１歳になったときに必ず利用できる保育所等の事業があれば、１歳になるま

で育児休業を取得しますか。または、預けられる保育所等の事業があっても１歳になる

前に復帰しますか。 

母親、父親ともに該当者なし。 

 

 

  

58.6%

51.7%

48.3%

34.5%

24.1%

10.3%

6.9%

0.0%

0.0%

6.9%

0.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

職場に短時間勤務制度を取りにくい雰囲気があった

短時間勤務にすると給与が減額される

仕事が忙しかった

短時間勤務制度を利用できることを知らなかった

職場に短時間勤務制度がなかった

配偶者が無職、祖父母等の親族にみてもらえるなど、

子どもをみてくれる人がいた

短時間勤務にすると保育所の入所申請の優先順位が下がる

配偶者が育児休業制度や短時間勤務制度を利用した

子育てや家事に専念するため退職した

その他

無回答

(n=29)

図表 9-13 短時間勤務制度を利用しなかった理由（母親） 
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問３６ 子どもが原則１歳（保育所における保育の実施が行われないなど一定の要件を満たす場

合は１歳６か月）になるまで育児休業給付が支給される仕組み、子どもが満３歳になるま

での育児休業等（法定の育児休業及び企業が法定を上回る期間設けた育児休業に準ずる

措置）期間について健康保険及び厚生年金保険の保険料が免除になる仕組みがあります

が、そのことをご存じでしたか。 

育児休業給付、保険料免除の認知状況について

は、「育児休業給付、保険料免除のいずれも知らな

かった」24.2％が最も高く、次いで「育児休業給

付のみ知っていた」15.5％、「育児休業給付、保険

料免除のいずれも知っていた」10.9％となってい

る。 

 

 

 

 

問３７ 子育て支援サービスに関する情報は、どこから情報提供する方が良いと思いますか。 

（複数回答） 

子育て支援サービスに関する情報をどこから提供する方が良いと思うかについては、「広報

紙」64.9％が最も高く、次いで「保育所や幼稚園等のお便り」47.0％、「健診などでの配付資

料」44.8％となっている。 

  

図表 9-14 制度の認知状況 

育児休業給付、保

険料免除のいずれ

も知っていた

10.9%
育児休業給付の

み知っていた

15.5%

保険料免除

のみ知って

いた

0.5%

育児休業給付、保険

料免除のいずれも知

らなかった

24.2%

無回答

48.9%

(n(n=368)

64.9%

47.0%

44.8%

36.1%

26.1%

6.8%

10.6%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

広報紙

保育所や幼稚園等のお便り

健診などでの配付資料

市のホームページ

市役所や保健センターの窓口

その他

無回答

(n=368)

図表 9-15 子育て支援サービスに関する情報の提供方法 



 

100 

 

問３８ （小学校就学前の）乳幼児期の子育てについて、どのような情報提供や相談・支援を受け

たいと思いますか。（複数回答） 

乳幼児期の子育てについて、どのような情報提供や相談・支援を受けたいかについては、

「幼稚園・保育所などへの入園・入所等」64.4％が最も高く、次いで「子どもの心身の健康

や発達」46.5％、「子育ての方法」46.2％となっている。 

 

 

問３９ 指宿市は子育てしやすいまちだと思いますか。 

指宿市は子育てしやすいまちだと思うかについては、「どちらとも言えない」30.4％が最も

高く、次いで「どちらかというとそう思う」27.7％、「どちらかというとそう思わない」

14.7％となっている。 

『思う』（「そう思う」と「どちらかというとそう思う」の合算）は 35.3％となった。 

  

64.4%

46.5%

46.2%

37.0%

35.6%

27.4%

24.7%

24.5%

2.2%

13.9%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0% 70.0%

幼稚園・保育所などへの入園・入所等

子どもの心身の健康や発達

子育ての方法

子どもの生活習慣や遊び方

地域の子育て支援サービスの情報・紹介

（妊娠期を含めた）母親の心身の健康

妊娠期から育児期の父親による子育て

子育て中の保護者同士の仲間づくり

その他

無回答

(n=368)

図表 9-16 子育てについての情報提供、相談・支援のニーズ 

そう思う

7.6%

どちらか

というと

そう思う

27.7%

どちらとも

言えない

30.4%

どちらかと

いうとそう

思わない

14.7%

そう思わない

12.5%

無回答

7.1%
(n=368)

図表 9-17 指宿市は子育てしやすいか 
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問 40 児童虐待について、見聞きしたことがありますか。 

児童虐待について、見聞きしたことがあるかについては、「ある」16.3％、「ない」77.4％

となっている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

問４１ 【問４０で「１．ある」に○をつけた方にうかがいます。】 

児童虐待を見聞きした場合に、どちらに通告されましたか。（当てはまるものすべてに○） 

児童虐待を見聞きした場合に、どこへ通告したかについては、「通告していない」50.0％が

最も高く、次いで「学校、幼稚園、保育所などの施設」13.3％、「地元の警察署・駐在所」

11.7％となっている。 

  

ある

16.3%

ない

77.4%

無回答

6.3%

(n=368)

図表 9-18 児童虐待を見聞きしたことがあるか 

50.0%

13.3%

11.7%

10.0%

6.7%

1.7%

1.7%

10.0%

3.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0% 60.0%

通告していない

学校、幼稚園、保育所などの施設

地元の警察署・駐在所

児童相談所

市の家庭児童相談

市の母子保健窓口

民生委員・児童委員

その他

無回答

(n=60)

図表 9-19 通告先について 
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１０．子育て全般について 

問４２ あなたは、お子さんに、理想的には、どの段階の学校まで進んでほしいと思いますか。 

理想として、どの段階の学校まで進んでほしいと思うかについては、「大学まで」40.5％が

最も高く、次いで「高等学校まで」14.9％、「特に理想はない」14.7％となっている。 

 

 

問４３ あなたは、お子さんは、現実的には、どの段階の学校まで進むと思いますか。 

現実的には、どの段階の学校まで進むと思うかについては、「大学まで」32.3％が最も高

く、次いで「高等学校まで」21.5％、「専門学校まで」18.8％となっている。 

  

40.5%

14.9%

12.8%

11.4%

1.6%

0.0%

0.8%

14.7%

3.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0% 50.0%

大学まで

高等学校まで

高等専門学校・短期大学まで

専門学校まで

大学院まで

中学校まで

その他

特に理想はない

無回答

(n=368)

図表 10-1 どの段階の学校まで進んでほしいか（理想） 

図表 10-2 どの段階の学校まで進むと思うか（現実） 

32.3%

21.5%

18.8%

12.2%

0.8%

0.3%

1.9%

9.2%

3.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

大学まで

高等学校まで

専門学校まで

高等専門学校・短期大学まで

大学院まで

中学校まで

その他

特に理想はない

無回答

(n=368)
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問４４ あなたが問４３のようにお考えになる理由は何ですか。 

問 43（現実的な進路）のように考える理由については、「一般的な進路だと思うから」

29.1％が最も高く、次いで「子どもがそう希望しているから」21.7％、「子どもの学力から考

えて」16.0％となっている。 

 

 

問４５ お子さんは、現在、塾に行ったり、習い事をしたりしていますか。（ここでの「塾」「習い事」に

は、費用がかからないサークル活動等は含みません。） 

現在、塾や習い事をしているかについては、「している」65.8％、「していない」31.0％と

なっている。 

  

図表 10-3 問 43（現実的な進路）のように考える理由 

29.1%

21.7%

16.0%

12.8%

0.0%

7.3%

9.0%

4.1%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

一般的な進路だと思うから

子どもがそう希望しているから

子どもの学力から考えて

家庭に経済的な余裕がないから

他の家族の理解が得られないから

その他

特に理想はない

無回答

(n=368)

図表 10-4 塾や習い事をしているか 

している

65.8%

していない

31.0%

無回答

3.3%
(n=368)
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問４６ 塾や習い事に行かせたい希望はありますか。 

塾や習い事に行かせたい希望があるかについては、「ある」69.3％、「ない」28.9％となっ

ている。 

 

 

問４７ お子さんが塾や習い事をしていない理由は何ですか。 

塾や習い事をしていない理由については、「子どもがやりたがらないから」31.6％が最も高

く、次いで「経済的に余裕がないから」30.4％、「その他」11.4％となっている。 

  

図表 10-5 塾や習い事に行かせたい希望 

ある

69.3%

ない

28.9%

無回答

1.8%
(n(n=114)

図表 10-6 塾や習い事をしていない理由 

31.6%

30.4%

7.6%

7.6%

3.8%

1.3%

0.0%

11.4%

5.1%

1.3%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

子どもがやりたがらないから

経済的に余裕がないから

家の近くに塾や習い事がないから

子どもが家などで過ごす自由時間が少なくなるから

学校の部活動が忙しいから

必要性を感じないから

ほかの家族の理解が得られないから

その他

特に理由はない

無回答

(n=368)
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問４８ 本市で、塾に行きたいのに、様々な理由で塾に行ってないお子さんを対象に、無料もしく

は低額な利用料金で元教職員等が学習習慣の定着等の学習支援を行う「学習支援事業」

を実施した場合、利用したいと思いますか。 

「学習支援事業」の利用意向については、「利用してみたい」29.6％が最も高く、次いで

「学力向上が見込める内容であれば、利用してみたい」20.9％、「実施日や時間帯が合えば、

利用してみたい」15.2％となっている。『利用してみたい』は全体の 78.5％を占める。 

 

問４９ 本市内で、食事を満足に取れなかったり、親が忙しく、一人で食事をしている家庭の子ど

もの支援を目的とした「子ども食堂」がありますが、あなたは利用したいと思いますか。 

「子ども食堂」の利用意向については、「わからない」35.1％が最も高く、次いで「利用し

たいと思わない」28.0％、「利用してみたい」25.3％となっている。 

 

 

図表 10-7 「学習支援事業」の利用意向 

29.6%

20.9%

15.2%

12.8%

4.6%

3.3%

1.1%

9.5%

3.0%

0.0% 10.0% 20.0% 30.0% 40.0%

利用してみたい

学力向上が見込める内容であれば、利用してみたい

実施日や時間帯が合えば、利用してみたい

家の近くで実施するのであれば、利用してみたい

その他の理由で、利用したいと思わない

塾に行かせるつもりなので、利用したいと思わない

利用している

わからない

無回答

(n=368)

図表 10-8 「子ども食堂」の利用意向 

利用している

9.0%

利用してみ

たい

25.3%

利用したいと

思わない

28.0%

わからない

35.1%

無回答

2.7%(n=36(n=368)(n=36(n=368)


